
広報くりはら　令和７年６月１日　　２８今月の表紙：一迫山王史跡公園あやめ園を維持管理する人たち

　「人を引き付けるには、突き抜けた熱
意が必要なんです」と語る高山さん。
　昨年、一迫地区に移住し、地区内にあ
るミュージアムをフランス料理が楽しめ
る宿泊施設として、今年２月にリニュー
アルしました。
　仙台市出身の高山さんは、フレンチシェ
フとして、東京を中心に数々のホテルや
レストランで料理長を務めてきました。
東日本大震災をきっかけに、故郷への回帰
を考えていた際、知人を通してそのミュー
ジアムを紹介されました。
　日本の古き良きたたずまいを残した建
物、そしてその周囲を取り巻く自然豊か
な環境に魅了され、移住を決めました。
　高山さんが提供する料理は、東北産の
食材を中心としています。買い付けには
必ず自分の足で出向き、旬を見極めなが
ら、１つ１つの食材と真剣に向き合いま
す。買い付けから下準備までを含めると、
夜中までかかることもありますが、納得
いく料理をお客さんに提供するため、１つ
も欠かすことができないと言います。
　食材本来が持つ味わいと東北の風土を、
食べた人に感じてほしいと話す高山さん。
これからもこだわり抜いた料理で、食べ
た人に感動を届けていきます。
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こだわりの料理で最高のおもてなしを

※市は自主財源確保のために、有料広告を掲載しています。

※くりはら人の情報
　をお寄せください
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人・魅力・話題を満載した市民が主役の広報紙

マイ広報紙

高山　仁志　さん（一迫片子沢）

人・魅力・話題を満載した市民が主役の広報紙
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市長就任あいさつ
YouTube栗原市チャンネル
　     https://www.youtube.com/c/KuriharacityJp_miyagiＵＲＬまちの話題 MACHI no WADAI ※イベント情報など

　日々配信中！

栗原市Facebook
　     https://www.facebook.com/kuriharacityＵＲＬ

　４月２４日（木）、国道３９８号の冬期通行止めが
解除され、約５カ月ぶりに通行が再開されました。
　国道３９８号は、東北を横断する道路として市
と秋田県湯沢市を結び、観光や物流、災害時の緊
急輸送などに重要な役割を持つ路線です。
　市と湯沢市双方に設置されているゲートが正午
に開放されると、この時を心待ちにしていた人た
ちが通行を開始。ねじりほんにょや関係者に見送
られながら、青空の下、それぞれの目的地に向
かって行きました。

　４月２９日（火）、一迫地区真坂商店街を会場に
「第７０回政岡まつり」が開催されました。
　この祭りは、伊達騒動を題材にした歌舞伎演目
に登場し、命を狙われた仙台藩の幼君を守り抜い
た「政岡の局」の功績をたたえるものです。
　当日は、政岡役と幼君役を乗せた山車が商店街
を巡行した他、伊達武将隊や八ツ鹿踊りなどが祭
りを盛り上げました。また、同日に「第１９回い
ちはさま軒下マルシェ」も開催され、商店街は、
祭りと買い物などを楽しむ人でにぎわいました。

まさ  おか        つぼね

　このたびの受章は、
若柳地区の皆さんや、
共に活動した消防団員
のおかげです。今後も地
域に貢献していきます。

瑞宝単光章
（消防功労）

　国や公共に対し功労のあった３人に勲章が授与されました。
　また、危険性の高い業務に精励した大関さんに、勲章が授与されました。

元栗原市消防団副団長
岡 義憲 さん
（若柳新町１）

おか    よし のり

　家族や周囲の協力の
おかげで受章できたと
感じています。皆さま
に心から感謝申し上げ
ます。

瑞宝単光章
（消防功労）

元栗原市消防団分団長
千葉 信義 さん

（金成梨崎下沢辺）

ち    ば     しん   ぎ

　職場や地域、家族の
理解があったからこ
そ、長年務め上げるこ
とができました。あり
がとうございました。

瑞宝単光章
（消防功労）

元栗原市消防団分団長
三塚 秀夫 さん
（一迫清水二）

みつ づか    ひで   お

　身に余る光栄です。
約４０年奉職し、多く
の災害や救急現場で
培った経験は、生涯の
財産です。

瑞宝双光章
（消防功労）

元栗原市消防司令長
大関 陽悦 さん

（栗駒宝領）

おお せき    よう えつ

　５月１日、再選により栗原市長として２期目を迎え、引き続き、
栗原市政のかじ取り役を担うことになりました。
　１期目の４年間では、子育て施策として、学校給食費の無償化、
少人数学級の導入、小児科医の開業支援に取り組み、また、高齢
者施策では、タクシー利用助成や買い物困難者への支援など、多
岐にわたる事業を実現してきました。
　このたびの選挙では、１期目４年間の任期の中で実施した事業
の実績を評価いただいた結果が、今回の信任につながったものと
受け止め、改めてその責任の重さを強く実感しています。
　市では、少子高齢化や地域経済の低迷など、多くの課題を抱え、
中でも人口減少は喫緊の課題であり、未来を見据えた持続可能な
行政運営が急務となっています。
　改めてこれからの４年間、人口減少に対応し、明日を担う子ど
もたちに「豊かな美しいくりはら」を引き継ぐため、確かな実績を
重ね、さらなる前進を図る施策を講じると共に、２期目も「市民
が創る　くらしたい栗原」の実現のため、全力を尽くし、さらな
る情熱を持って取り組んでまいります。
　また、今年、市は誕生２０周年という節目を迎え、まさに今が、
次のステージへと進む大切な時期です。
　栗原のこれからの１０年、２０年を見据えた、未来を開く確か
な市政運営を行うことで、市民の皆さまがこのまちで暮らして良
かったと思えるような、笑顔が生まれるまちづくりを推進してい
きますので、引き続きご協力を賜りますようお願い申し上げます。

さ       と う               さ と し

佐藤　智　栗原市長
就任あいさつ

市長略歴
昭和３２（１９５７）年生まれ　６８歳
築館地区在住。昭和５０年宮城県築館
高等学校卒業、旧築館町役場入庁。
合併後は、平成２４年栗原市教育部長、
平成２６年栗原市総務部長、平成２７
年栗原市副市長歴任。
令和３年栗原市長就任、令和７年栗原
市長再選。

▲市内小・中学校および義務教育学校で学校給食を
無償化

▲市が開業支援を行った小児科医院

▲タクシー利用助成事業

祭りとマルシェで街にぎわう 国道３９８号冬期閉鎖解除

春の叙勲・危険業務従事者叙勲
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まちの話題MACHI no WADAI
YouTube栗原市チャンネル
　     https://www.youtube.com/c/KuriharacityJp_miyagiＵＲＬまちの話題 MACHI no WADAI ※イベント情報など

　日々配信中！

栗原市Facebook
　     https://www.facebook.com/kuriharacityＵＲＬ

　５月３日（土）、今年初となる「若柳朝市」が若柳ド
リーム・パル駐車場を会場に開催されました。
　この朝市は、例年、５月から６月と、８月のお盆
に開催されており、地域の暮らしや賑わいを支える
朝市として、これまで親しまれてきました。
　当日は、野菜や花苗の他、総菜やパン、乾物など
の海産品、日用雑貨などを販売する約２０店舗が出

店し、早朝から
多くの人が詰め
掛けました。
　６月も若柳朝
市 は 毎 週 土 曜
日、午前６時か
ら同会場で開催
されます。

　４月２９日（火）、築館地区城生野で「『これはりの
里』歴遊ロマンウォーク」が開催されました。
　この催しは、富野地域づくり協議会が主催したも
ので、富野地域内の歴史的な場所をガイドから説明
を受けながら散策するものです。
　当日は、古墳時代前期後半の大規模集落跡「入の
沢遺跡」や「伊治城政庁跡」などを含む約４キロメー

トルの道のりを
ガイドが丁寧に
紹介しながら歩
き、参加した約
３０人は史跡の
持つ役割やその
歴史に思いをは
せていました。

　５月１０日（土）、「六日町ドキュメンタリー組 上
映会とトークショー」がみちのく風土館を会場に開
催されました。この催しは、栗駒地区の六日町通り
商店街と東京都杉並区の高円寺・本の街 商店会との
姉妹商店街構想の一環として企画されたものです。
　当日は、映像作家の辻村健太さんと共に商店街に
関わる人たちが、今年１月から制作を進めてきたド

キュメンタリー
動 画 の 発 表 と
トークショーを
行い、来場した
約５０人が、制
作者の感性が光
る作品に引き込
まれていました。

　瀬峰地区の五輪堂山公園では、藤の花が見頃を迎
え、公園を訪れた人たちの目を和ませました。
　市内の藤の鑑賞スポットとして知られる同公園で
は、園内にある藤棚に白色や薄紫色の藤の花が咲き
誇り、周囲には、ほのかに甘い香りが広がりまし
た。また、５月１１日（日）、藤の開花に合わせて開
催された「栗原せみね藤まつり」では、公園内のス

テージで、カラ
オケ大会や歌謡
ショー、フラダ
ンスなどが行わ
れ、集まった観
客から、たくさ
んの拍手が送ら
れていました。

　５月４日（日）と５日（月）、細倉マインパークで
「ＧＷ春まつり」を開催しました。
　祭りでは、屋外ステージ上で、バトントワリング
やマジックショー、キッズダンス、光源クリハライ
ザーショーなどを披露し、来場した子どもたちの歓
声と笑顔が会場にあふれました。また、来場者と

「ねじりほんにょ」や「マイン坊や」によるじゃんけん
大会では、景品
を懸けた勝負に
会場全体が盛り
上がり、帰省中
の家族などが、
連休の楽しいひ
と時を過ごしま
した。

　５月５日（月）、３００年以上続く伝統行事の「花
山鉄砲まつり」が旧花山中学校校庭などを会場に
開催されました。
　この祭りは、江戸時代にこの地を治めた領主の
奥方が、病弱な幼君の健康を領内の神社に祈願し
たところ御利益が表れ、鉄砲組に礼砲を打たせた
のが起源とされています。
　当日は、鉄砲組１２人が陣形を変えながら、火
縄銃の発砲演武を披露すると、約２，５００人の
観客から、歓声と拍手が送られました。

　５月１日（木）、栗原市地域おこし協力隊とし
て、栗原市観光物産推進業務に従事する松本真さ
んに、委嘱状を交付しました。
　この業務は、市観光物産協会を拠点に市の観光
振興と地域資源を生かした物産振興、ＳＮＳを活
用した情報発信などに取り組むものです。
　これまでシステムエンジニアとして首都圏で活
躍してきた松本さんは「これまでの経験を生か
し、観光分野でデジタル技術なども活用しながら
貢献していきたい」と意気込みを語りました。

　５月４日（日）と５日（月）の２日間、くりはら田
園鉄道公園で「２０２５ＧＷこどもまつり」が開催
されました。
　当日は、昨年度開催された、くりでん絵画展の
最優秀賞などに輝いた作品が、乗車体験で使用す
る車両のヘッドマークプレートを飾り、イベント
を盛り上げました。また、運行当時、車両整備に
使用した工作機械のデモ運転や昔懐かしいボン
ネットバスの乗車会も行われ、たくさんの家族連
れでにぎわいました。

まつ  もと まことゴールデンウィーク

　家業の農業を手伝い、
４人の子どもを育て上げ
ました。テレビ鑑賞が趣
味で、特にお笑い番組を
楽しみにしています。

宮内 ハルミ さん（瀬峰野沢）
みやうち

　一生懸命に畑仕事に励
み、家族を支えました。
長寿の秘訣は、積極的に
体を動かし行動をするこ
とと語られました。

齋藤 ツトリ さん（栗駒八日町）
さいとう

　野菜や花づくりを楽し
みにしながら、６人の子
どもを育て上げました。
　好物の甘い物を楽しみ
ながら過ごしています。

近藤 はるよ さん（金成梨崎下沢辺）
こんどう

ゴールデンウィーク

▲佐藤市長から委嘱される松本さん▲車両を飾った絵画展最優秀作品と作者の三田果歩さん

ひ   けつ

つじ  むら  けん   た

　各地区の催しを、毎月５地区ずつ紹介します。
　取材を希望する場合は、催しを開催する２カ
月前までに、市政情報課（☎22-1126）へ連絡
してください。

MACHI no
WADAI

まちの話題
ズームアップ

今年も若柳朝市始まる

いにしえに思いをはせて

商店街を個々の視点で表現

瀬峰地区の藤が満開迎える 連休で細倉マインパーク活況

迫力のごう音が観客を圧倒

くりでん乗車会で連休を満喫 地域おこし協力隊に委嘱

　大正、昭和、平成、令和。
激動の４つの時代を駆
け抜け、思いを紡いで
１世紀。
　１００歳の誕生日を
迎えた３人を紹介します。

長寿１００歳
おめでとう
ございます
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一迫山王史跡公園あやめ園。毎年、初夏にアヤメやハナショウブなどが咲き誇り、
たくさんの観光客が訪れます。

また、同地区には、かつて大輪のユリが咲き誇る花園があり、現在、復活に向けた
取り組みが始まっています。今月は、この２つの花園を紹介します。

あ
や
め
園
の
誕
生

約
３
０
０
品
種
、
約
22
万
株
の

ア
ヤ
メ
な
ど
が
所
狭
し
と
咲
き
誇

る
一
迫
山
王
史
跡
公
園
あ
や
め
園
。

毎
年
６
月
に
ア
ヤ
メ
や
ハ
ナ
シ
ョ

ウ
ブ
、
カ
キ
ツ
バ
タ
の
花
が
来
場

者
の
心
を
和
ま
せ
ま
す
。
こ
の
公

園
は
、
公
営
の
あ
や
め
園
と
し
て
、

今
か
ら
約
半
世
紀
前
に
誕
生
し
ま

し
た
。

開
園
当
初
こ
の
あ
や
め
園
は
、

花
の
品
種
や
特
色
不
足
を
指
摘
す

る
専
門
家
か
ら
の
厳
し
い
評
価
や
、

必
死
の
努
力
に
も
関
わ
ら
ず
、
花

が
十
分
に
咲
か
な
い
な
ど
、
苦
し

い
運
営
が
続
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
厳
し
い
評
価
を
し
た

専
門
家
の
他
、
地
元
愛
好
家
、
地

域
団
体
、
商
店
主
な
ど
、
多
く
の

人
た
ち
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
特

色
を
持
つ
あ
や
め
園
に
成
長
し
、

今
で
は
、
多
様
な
ア
ヤ
メ
科
の

花
々
を
一
堂
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
数
少
な
い
公
園
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
花
が
咲
く
時
期
が
異
な

る
ア
ヤ
メ
や
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
が
あ

る
こ
と
で
、
他
の
あ
や
め
園
よ
り

も
長
く
３
週
間
ほ
ど
見
頃
の
花
が

楽
し
め
ま
す
。
そ
の
た
め
、
開
花

に
合
わ
せ
て
毎
年
開
催
す
る「
あ

や
め
祭
り
」は
、期
間
中
、毎
年
約

５
千
人
以
上
が
訪
れ
る
人
気
の
花

の
鑑
賞
ス
ポ
ッ
ト
に
成
長
し
て
い

ま
す
。

① ③

④

⑤

②

あ
や
め
園
の
特
徴

一
迫
山
王
史
跡
公
園
あ
や
め
園

の
特
徴
は
、
ア
ヤ
メ
の
品
種
と
株

数
の
多
さ
で
す
。
他
の
あ
や
め
園

で
は
、
主
に
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
を
植

え
た
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

１
つ
の
公
園
で
、
ア
ヤ
メ
と
ハ
ナ

シ
ョ
ウ
ブ
、
カ
キ
ツ
バ
タ
を
揃
え
、

こ
れ
だ
け
の
品
種
と
規
模
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
場
所
と

し
て
、
こ
の
公
園
は
特
徴
を
持
っ

て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
長
井
古
種
と
言
わ
れ
る
貴

重
な
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
を
見
ら
れ
る

こ
と
で
す
。

ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
は
、
も
と
も
と

山
野
に
咲
く
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
が

原
種
の
花
で
す
が
、
鑑
賞
用
と
し

て
江
戸
時
代
か
ら
品
種
改
良
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
長
井
古
種
は
、

ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
が
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ

ブ
か
ら
改
良
さ
れ
て
い
く
途
中
の

品
種
に
当
た
り
、
品
種
改
良
の
過

程
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な

も
の
で
す
。

こ
の
長
井
古
種
は
、
山
形
県
長

井
市
か
ら
導
入
さ
れ
た
も
の
で
、

長
井
市
で
は
、
長
井
古
種
の
う
ち

特
に
貴
重
な
13
種
を
天
然
記
念
物

に
指
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
あ
や
め
園
内
に
あ
る
長

井
古
種
の
中
か
ら
、
新
品
種
の
ハ

ナ
シ
ョ
ウ
ブ
が
発
見
さ
れ
、
昭
和

61
年
に「
一
迫
」と
命
名
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
も
、
そ
の
花
は
、
園
内

で
大
切
に
育
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

あやめ園イベント開催
●栗原市誕生２０周年記念
第４１回山王史跡公園あやめ祭り
日時　６月１２日（木）～７月２日（水）
　　　午前８時３０分～午後５時
●第３７回みちのく鹿踊大会

日時　６月１５日（日）
　　　午前１０時～午後２時
内容　鹿踊り団体の演舞
●第３５回あやめ祭り神楽大会

日時　６月２２日（日）
　　　午前９時～午後２時
内容　神楽団体の競演
●共通事項

場所　一迫山王史跡公園あやめ園
（一迫真坂字道満地内）

入園料　大人520円 ※高校生以下半額
　一迫観光協会　☎（５２）２１１４

①一迫山王史跡公園あやめ園の
代名詞であるアヤメ。
②株数は少ないが、カキツバタ
も鑑賞できる。
③一迫山王史跡公園あやめ園で
咲く長井古種の一種「一迫」。

④あやめ祭り神楽大会では、迫
力の神楽が披露され、多くの
神楽ファンが詰め掛ける。
⑤みちのく鹿踊大会では、一迫
地区の清水目・真坂鹿踊保存
会による鹿踊りの他、市内外
の鹿踊りが楽しめる。

一迫観光協会
ウェブサイト

山王史跡公園
あやめ祭り

特集 花よ咲け 思いと共に



９　　広報くりはら　令和７年６月１日 広報くりはら　令和７年６月１日　　８

⑤

⑥

 なか やま みさお

中山　操 さん（志波姫上）

一迫山王史跡公園あやめ園①手作業で黙々と除草する作業員たち。
②１日で軽トラック１台分ほどの除草が限界。
③あやめ園は、市内では珍しい黄桜が見られ

春も美しい花を楽しめる。
④ネズミの食害で芽が出なかった株。

⑤開園当時の南くりこま高原一迫ゆり園。
⑥⑦試験栽培として植えたユリの球根から芽

が一斉に出て、順調に生育が進む。

①

③⑦

④

②

一
迫
山
王
史
跡
公
園
あ
や
め
園

に
咲
く
美
し
い
花
の
陰
に
は
、

日
々
ひ
た
向
き
に
作
業
に
打
ち
込

む
人
た
ち
が
い
ま
す
。
担
当
す
る

５
人
の
う
ち
、
中
山
さ
ん
に
話
を

聞
き
ま
し
た
。

全
て
は
笑
顔
の
た
め
に

や
り
が
い
は
、
何
と
い
っ
て
も
、

花
を
鑑
賞
し
た
お
客
さ
ん
が
笑
顔

に
な
る
こ
と
で
す
。
来
園
し
た
お

客
さ
ん
に「
き
れ
い
だ
ね
」と
笑
顔

で
言
わ
れ
る
と
、
本
当
に
う
れ
し

い
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
自
然
相
手

な
の
で
難
し
い
こ
と
も
多
く
、
あ

や
め
祭
り
の
開
催
期
間
に
合
わ
せ

て
、
た
く
さ
ん
の
花
が
美
し
く
見

ら
れ
る
よ
う
に
調
整
し
た
り
と
、

気
が
抜
け
ま
せ
ん
。

約
１
万
３
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の

園
内
に
は
、約
22
万
株
の
ア
ヤ
メ
や

ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
な
ど
を
植
え
て
い

ま
す
が
、
そ
の
管
理
は
簡
単
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。な
ぜ
な
ら
、こ
れ
ら

は
、
手
間
が
か
か
る
花
な
の
で
す
。

他
の
あ
や
め
園
で
は
、
管
理
が

う
ま
く
い
か
ず
に
全
滅
し
た
場
所

も
あ
る
ほ
ど
で
、状
態
を
常
に
注
意

深
く
観
察
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
同
じ
ア
ヤ
メ
科
で
外

見
は
似
て
い
ま
す
が
、
ア
ヤ
メ
は

水
を
嫌
い
、
対
照
的
に
カ
キ
ツ
バ

タ
は
好
み
ま
す
。ま
た
、ハ
ナ
シ
ョ

ウ
ブ
は
ど
ち
ら
で
も
良
い
で
す
が
、

水
温
が
高
く
な
り
す
ぎ
る
と
根
腐

れ
し
て
し
ま
う
な
ど
、
好
む
環
境

が
そ
れ
ぞ
れ
に
違
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
さ
び
病
と
い
う
葉
の
病
気
に

な
ら
な
い
よ
う
に
消
毒
や
風
通
し

を
良
く
し
、
ネ
ズ
ミ
の
食
害
に
も

注
意
す
る
な
ど
、
気
を
配
る
ポ
イ

ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
し

か
も
、
株
を
枯
ら
さ
な
い
よ
う
、

除
草
剤
も
使
え
な
い
た
め
、
日
々

こ
つ
こ
つ
と
手
作
業
で
除
草
す
る

地
味
な
作
業
が
続
き
ま
す
。

花
が
咲
い
て
か
ら
も
、
気
が
抜

け
ま
せ
ん
。
一
番
初
め
に
咲
く
一

番
花
、
次
に
咲
く
二
番
花
な
ど
、

こ
れ
が
四
番
花
ま
で
続
き
ま
す
が

次
に
咲
く
花
の
生
育
に
影
響
が
出

な
い
よ
う
、
し
お
れ
た
花
を
取
る

タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
逃
さ
ず
、
常
に

美
し
く
見
え
る
よ
う
に
注
意
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
毎
年
来
園
す
る
お

客
さ
ん
に
飽
き
ら
れ
な
い
よ
う
、

休
日
を
利
用
し
て
県
内
外
の
あ
や

め
園
で
働
く
知
人
を
訪
ね
て
は
、

栽
培
技
術
を
聞
い
て
歩
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
書
籍
で
学
び
、
花
が

美
し
く
見
え
る
よ
う
な
植
え
方
や
、

土
や
肥
料
を
変
え
て
み
た
り
と
、

毎
年
少
し
ず
つ
工
夫
を
重
ね
て
い

ま
す
。

今
年
も
、
あ
や
め
祭
り
に
向
け

て
、
園
内
の
花
々
が
、
順
調
に
生

育
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
た
く
さ

ん
の
お
客
さ
ん
に
来
園
し
て
ほ
し

い
で
す
。

南
く
り
こ
ま
高
原
一
迫

ゆ
り
園
復
活
に
向
け
て

今
か
ら
約
５
年
前
ま
で
、
一
迫

地
区
に
は
、あ
や
め
園
と
並
び
、人

気
の
花
の
鑑
賞
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
っ

た「
南
く
り
こ
ま
高
原
一
迫
ゆ
り

園
」が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
ゆ
り
園
は
、
同
地
区
の
有

志
が
町
お
こ
し
の
た
め
平
成
３
年

に
開
設
し
た
も
の
で
、
約
３
万
平

方
メ
ー
ト
ル
に
２
０
０
品
種
15
万

株
の
ユ
リ
が
咲
き
誇
り
、
毎
年
３

万
人
以
上
の
人
が
花
の
鑑
賞
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
運
営
を
担
う
人
た
ち

の
高
齢
化
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
海
外
か
ら
ユ

リ
の
球
根
が
輸
入
で
き
な
く
な
り
、

令
和
２
年
12
月
に
惜
し
ま
れ
つ
つ
、

閉
園
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
在
、
こ
の
ゆ
り
園

の
復
活
に
向
け
、
新
た
な
動
き
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

ゆ
り
園
の
再
開
を
目
指
す
地
元

有
志
と
営
業
当
時
の
ス
タ
ッ
フ
が
、

一
迫
ゆ
り
園
お
こ
し
協
力
隊
を
結

成
し
、
ユ
リ
の
栽
培
ノ
ウ
ハ
ウ
を

継
承
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
ゆ
り

園
再
開
に
向
け
た
運
営
法
人
を
探

そ
う
と
活
動
を
開
始
し
た
の
で
す
。

ま
た
、
不
足
す
る
資
金
を
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
て

寄
付
金
を
募
り
、
今
年
、
ゆ
り
園

が
あ
っ
た
場
所
の
一
部
で
あ
る
千

平
方
メ
ー
ト
ル
に
５
４
０
０
株
の

ユ
リ
の
球
根
を
植
え
、
試
験
栽
培

を
始
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
試

験
栽
培
し
て
い
る
ユ
リ
を
多
く
の

人
に
見
て
も
ら
お
う
と
、
今
月
ゆ

り
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

笑
顔
の
花
が
咲
く
よ
う
に

毎
年
多
く
の
人
が
来
園
す
る
あ

や
め
園
。
約
半
世
紀
前
に
誕
生
し

た
こ
の
花
園
は
、
専
門
家
や
地
域

の
人
な
ど
、
大
勢
の
人
た
ち
の
協

力
に
よ
り
、
特
色
を
持
っ
た
あ
や

め
園
に
成
長
し
て
き
ま
し
た
。
見

頃
を
迎
え
た
こ
の
花
園
を
訪
れ
る

人
た
ち
の
表
情
は
と
て
も
穏
や
か

で
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
が
そ

こ
に
流
れ
ま
す
。

約
５
年
前
に
閉
園
し
た
、
南
く

り
こ
ま
高
原
一
迫
ゆ
り
園
も
見
頃

を
迎
え
た
大
輪
の
ユ
リ
が
来
園
者

を
優
し
い
香
り
で
包
み
込
み
、
そ

こ
に
は
大
勢
の
人
の
笑
顔
が
あ
り

ま
し
た
。

約
半
世
紀
に
わ
た
り
地
道
に
思

い
を
つ
な
い
で
き
た
あ
や
め
園
、

そ
し
て
、
惜
し
ま
れ
つ
つ
、
つ
な

い
で
き
た
バ
ト
ン
を
一
度
置
い
た

も
の
の
、
再
び
復
活
を
模
索
す
る

ゆ
り
園
。

こ
の
２
つ
の
花
園
に
は
、
今
日

も
作
業
を
重
ね
、
花
が
咲
き
誇
る

そ
の
日
を
、
そ
し
て
、
訪
れ
る
人

た
ち
が
笑
顔
に
な
る
こ
と
を
想
像

し
な
が
ら
、
来
園
者
を
心
待
ち
に

す
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。

今
月
は
、
思
い
が
込
め
ら
れ
た

色
鮮
や
か
な
こ
の
花
園
を
観
賞
し

に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

そ
こ
に
は
、
き
っ
と
た
く
さ
ん

の
笑
顔
の
花
が
咲
き
誇
り
ま
す
。

ゆり祭り開催
日時　６月１２日（木）～７月２日（水）
　　　午前８時３０分～午後５時
場所　南くりこま高原一迫ゆり園跡地
　　　（一迫真坂清水堰田地内）
入園料　無料
　一迫観光協会  ☎（５２）２１１４

一迫観光協会
ウェブサイト

特 集 花よ咲け 思いと共に



みんなの健康

広報くりはら　令和７年６月１日　　１０１１　　広報くりはら　令和７年６月１日

みんなの健康

栗原市の市外局番　0228

月日 医　　　科 歯　　科 調剤薬局

転倒防止で介護予防
４月の３歳児健診で、むし歯のなかった子どもたちを紹介します。

日本人の平均寿命が延びるに

つれ、生活習慣病により認知症

や寝たきりになるリスクが高まっ

ています。また転倒による骨折

から、要介護状態になる人も多

くなっています。

いつまでも元気で暮らすため

に、若いうちからバランスの取

れた食事や運動習慣などを取り

入れ、生活習慣の改善に取り組

むことが重要です。

骨折予防のために
年齢を重ねると、筋力や視力

の低下、バランス感覚が悪くな

ることにより、転倒しやすくな

ります。さらに、偏った食事や

運動不足が重なると、筋肉が痩

せ衰え、骨ももろくなり、少し

の転倒でも骨折しやすくなりま

す。高齢者の骨折は完治しづら

く、場合によっては寝たきりに

なることもあります。

転倒と骨折を防止するため、

日頃から食事の栄養バランスを

意識したり、近所の散歩やスト

レッチ、簡単な筋トレなどで習

慣的に体を動かしたりするなど、

手軽にできることから始めてみ

ましょう。

転倒しない環境づくり
転倒を防止するため、家の中

の環境にも配慮が必要です。環

境的な要因として、暗さや段差、

滑りやすさなどがあります。家

の中を点検し、明るさの確保、

段差の解消、手すりや椅子など

の設置、通路の整理整頓、床の

水汚れは放置しないなど工夫し

てみましょう。

●診察時間  午前９時～午後５時　　●受診方法  電話で症状を伝え受診　　●持ち物  マイナ保険証など
※当番医の診察時間に、２次救急医療施設の栗原中央病院を直接受診することは、控えましょう。
※休日当番医は、変更になる場合があります。最新の情報は市ウェブサイトで確認してください。

休日急患診療当番医・調剤薬局 市民生活部健康推進課 ☎（２２）０３７０問

―

―

―

―

―

6/1
（　）日

8
（　）日

15
（　）日

22
（　）日

29
（　）日

達内科
［築館］☎（22）2655

くりこまクリニック
［栗駒］☎（45）2128

岩渕医院
［栗駒］☎（45）2155

沢辺中央医院
［金成］☎（42）1171

一迫内科クリニック
［一迫］☎（52）2122

一迫内科クリニック（院内）
［一迫］☎（52）2122

栗原市立若柳病院
［若柳］☎（32）2335

宮城島クリニック
［一迫］☎（52）2881

日野クリニック
［志波姫］☎（23）7100

栗原市立鶯沢診療所
［鶯沢］☎（55）3511

栗原市立瀬峰診療所
［瀬峰］☎（38）3121

ヨネキ薬局 築館店
［築館］☎（21）1225

上小路一桝新生薬局
［栗駒］☎（45）1255

上小路一桝新生薬局
［栗駒］☎（45）1255

オリーブ調剤薬局
［金成］☎（24）7480

サデン調剤薬局
［若柳］☎（35）1178

一迫薬局
［一迫］☎（52）4614

志波姫調剤薬局
［志波姫］☎（23）3022

さくら薬局 鶯沢店
［鶯沢］☎（55）2566

さくら薬局 瀬峰店
［瀬峰］☎（59）2051

（　　　）築　館
大場 楓可ちゃん
 おお ば ふう か

（　　　）築　館
佐々木 潤ちゃん
 さ さ き じゅん

（　　　）築　館
白鳥 詩ちゃん
 しろ とり うた

（　　　）築　館
鈴木 礼黄くん
 すず き れ お

（　　　）築　館
髙橋 槇翔くん
 たか はし まき と

（　　　）築　館
松 奏太くん
 まつ かな た

（　　　）若　柳
飯塚 咲茉ちゃん
 いい づか え ま

（　　　）若　柳
金 遼治くん
 こん りょう じ

（　　　）若　柳
椙目 心晴ちゃん
 すぎのめ こ はる

（　　　）若　柳
鈴木 大翔くん
 すず き ひろ と

（　　　）若　柳
髙倉 梓煌くん
 たか くら 　 し お ん

（　　　）若　柳
新山 暖乃ちゃん
 にい やま の の

（　　　）栗　駒
菅原 舵くん
 すが わら かじ

（　　　）一　迫
氏家 瑠七ちゃん
 うじ いえ る な

（　　　）一　迫
千葉 清登くん
 ち ば きよ と

（　　　）瀬　峰
佐々木 めぐりちゃん
 さ さ き

（　　　）鶯　沢
前田 叶多くん
 まえ だ かな た

（　　　）志波姫
熊居 希乃花ちゃん
 くま い の の か

（　　　）志波姫
酒井 彰人くん
 さか い あき と

（　　　）志波姫
三浦 穂香ちゃん
 み うら ほの か
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KOSODATE no WA学びのひろば MANABI no HIROBA

❶

❷

❸

❹
❺献立作成者

食生活改善推進員 築館分会  数野 幸恵

　若柳小学校は、学級活動で食育の学習をしています。２年生
では、好き嫌いをしないで食べることを目的に学習します。
　昨年７月の学習参観日では、食べ物は体の中での働きによっ
て、体を作る食べ物は赤色、体の調子を整える食べ物は緑色、
エネルギーの源となる食べ物は黄色の３色に分けられることを
学習しました。また１１月には、北部学校給食センターの髙橋
栄養教諭を講師に招き、３色の食べ物を偏りなく食べると、体
の栄養バランスが整い、元気に活動できることを教えてもらい
ました。授業の後、子どもたちは献立を見て「今日も全部食べ
ようね」と声を掛け合っていました。
　食育の学習を通して、好き嫌いをせずに何でも食べて、毎日
元気に学校生活を送ってほしいと思います。

若柳小学校　庄司 恵美子

※1人当たりの栄養価 ： 44kcal、たんぱく質2.3ｇ、塩分0.7ｇ

　栗原西中学校の教育目標は「郷土を愛し、未来を切り拓く心
豊かでたくましい生徒の育成」です。保護者や地域の人たちと
一緒に、生徒を見守り育てています。
　その中の１つに、地元一迫地区の伝統芸能「八ツ鹿踊り」があ
ります。毎年指導者として、白鳥正文さんを招き、３年生の有
志が、ささらをまとった鹿の衣装を身に着け、太鼓と掛け声と
共に八ツ鹿の舞を文化祭にあたる西中祭で披露します。
　わずか１カ月間の練習期間ですが、白鳥さんの熱い指導の
下、伝統を受け継ぐことの尊さや、郷土を愛し誇りに思う気持
ちを育てながら、演舞する生徒たちはとても輝いています。
　今年の西中祭は、１０月２３日（木）開催です。生徒たちが舞
う、迫力のある八ツ鹿踊りをぜひご覧ください。

地域に支えられて

何でも食べよう

６月

しょう じ       え    み    こ

ホウレン草のナメコ佃煮和え

ホウレン草は根元から半分程度を
湯に入れ３０秒ゆでる。その後、
葉先まで入れて１分ゆで、冷水に
取ってから水気を絞り３センチ
メートルの長さに切る。
ニンジンは千切りし、強火で１分
ゆで水気を切る。
ナメコは湯通し、ザルにあげる。
鍋にナメコとＡを入れ、火にかけ
る。煮立ったら弱火にし、あくを
取りながら鍋の底が焦げないよう
煮る。
③を容器に移し入れ、粗熱をとる。
ボールに①、②、④を入れ、ふん
わりとあえて器に盛る。

つくり方材料（４人分）
ホウレン草
 1束（200g）
ニンジン 40g
ナメコ 1袋（100g）
　　みりん 大さじ1
　　酒 大さじ1
　　砂糖 大さじ1
　　減塩しょうゆ
 大さじ2
　　酢 小さじ1

Ａ

かず   の      ゆき   え

ポイント

・ホウレン草以外の野菜をあえ
てもおいしいです。

支援センターからの連絡帳
　次の行事に参加を希望する場合は、支援センターに電話で予約してください。
●七夕会
　高清水・瀬峰　　７月３日（木）　　午前１０時３０分　　　３０日（月）
　鶯　沢　　　　　７月７日（月）　　午前１０時３０分　　　３０日（月）
　金　成　　　　　７月７日（月）　　午前１０時３０分　　　３０日（月）
　志波姫　　　　　７月７日（月）　　午前１０時３０分　　　３０日（月）

申
申
申
申

つくってあそぼう

　４月１６日（水）、子どもたちの身長と体重を測
定する「おおきくなったかな」を行いました。初め
は緊張してしまう子や泣いてしまう子もいました
が、次第に慣れて上手に測定できるようになりま
した。測り終わると「おおきくなったね」と親子で
喜ぶ姿が見られました。

おおきくなったかな
志波姫子育て支援センター

　築館子育て支援センターでは、１６
日（月）から織り姫や彦星、短冊などの
七夕飾りの制作を行います。親子で一
緒に短冊に願いを込めて作ってみませ
んか。市内どの地区からでも参加でき
ます。ぜひ、遊びに来てください。

●つくってあそぼう
　築　館　１６日（月）　午前１０時
　金　成　２５日（水）　午前１０時３０分
　花　山　２６日（木）　午前１０時３０分
　　　　　　　　　　　　花山農山村交流センター
●食育講座
　若　柳　１１日（水）　午前１０時３０分　　　　
　瀬　峰　１９日（木）　午前１０時３０分　　１２日（木）
●図書室へ行こう
　栗　駒　　５日（木）　午前１０時３０分　　栗駒図書室
●ベビーマッサージ親子ヨガ
　高清水　１７日（火）　午前１０時３０分　　１０日（火）
●あやめ園見学
　一　迫　１１日（水）　午前１０時３０分　　９日（月）
　　　　　　　　　　　　一迫山王史跡公園あやめ園
●野菜の種をまこう
　鶯　沢　１０日（火）　午前１０時３０分　　１２日（木）
●遊んでみよう
　志波姫　１０日（火）　午前１０時３０分

場

場

場

雨

雨天延期、中止雨
記号の説明 申込期限申 場 場所

申

申

申

しろ  とり  まさ  ふみ

子育て支援センター
市内にお住まいの人なら、どの支援センターでも
利用できます。
妊婦さんや里帰りの人も気軽に遊びに来てください。

【利用時間】月～金曜日　午前９時～午後５時
●築　館 ☎（２２）９７５２
●若　柳 ☎（３２）３２４３
●栗　駒 ☎（４５）５５８１

【利用時間】第２・４週木曜日　午前９時３０分～１１時３０分
●花　山 ☎（５２）３９２５ ※利用日の２日前までに電話で予約が必要です。

●高清水 ☎（５８）２３５０
●一　迫 ☎（５２）３９２５
●瀬　峰 ☎（３８）２２５０

●鶯　沢 ☎（５５）３１７８
●金　成 ☎（４２）３２５１
●志波姫 ☎（２２）８６１１

掲載以外にも開催
している行事が
ありますので、
市ウェブサイトを
ご覧ください。

子育て

市ウェブサイト
栗原西中学校

ア ル バ ム
思い出の
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イベント名 時 間 場 所開催日 問合せ先 開催日 イベント名 時 間 場 所 問合せ先

6 月
202５年

掲載の情報以外は、
市ウェブサイトをご覧ください。

栗原市ウェブサイト

凡　例
母子手帳交付日　　　9：00～１２：００

休日の家庭ごみ搬入　８：３０～１１：３０
受入 ☎（52）3080　１３：００～１６：３０

市立図書館　10：30～10：50
　　　　　　14：30～15：00
若柳公民館　10：00～11：00
栗駒図書室　10：00～10：30

おはなし会　☎（21）1403イオンスーパーセンター栗原志波姫店
　　　　　　　　　　 15：00～15：40
志波姫小学校前駐車場 16：00～16：30
花山小学校　　　　　 10：15～10：45

若柳総合支所 　14：00～14：30
瀬峰総合支所　 14：00～14：30
鶯沢小学校　　 13：35～14：25
鶯沢総合支所　 14：35～14：55
高清水総合支所 15：00～15：30

移動図書館車
「ブッくる号」
☎（21）1403
※悪天候中止

開催日 時 間場 所 申込期限 問合せ先各種相談

開催日 時 間場 所 申込期限 問合せ先その他のセミナー

１ 日（日）

２ 日（月）

３ 日（火）

４ 日（水）

５ 日（木）

６ 日（金）

７ 日（土）

８ 日（日）

９ 日（月）

１０ 日（火）

１１ 日（水）

１２ 日（木）

１3 日（金）

14 日（土）

15 日（日）

16 日（月）

17 日（火）

18 日（水）

19 日（木）

20 日（金）

21 日（土）

22 日（日）

23 日（月）

24 日（火）

25 日（水）

26 日（木）

27 日（金）

28 日（土）

29 日（日）

30 日（月）

栗原市メンタルヘルス相談 6日（金） 各保健推進室14：30～17：00市役所 13日（金）

精神保健福祉士による依存症専門相談
（アルコール・ギャンブルなど） 6日（金） 大崎保健所栗原支所

（22）211813：00～16：20大崎保健所栗原支所 11日（水）

臨床心理士によるひきこもり専門相談 9日（月） 大崎保健所栗原支所
（22）211813：30～16：40大崎保健所栗原支所 12日（木）

人権相談 仙台法務局古川支局
0229（22）051010：00～15：00

築館総合支所 10日（火）、 24日（火）

若柳総合支所 19日（木）

各保健推進室9：30～11：30すくすく育児相談 20日（金）築館保健センター

各保健推進室10：00～16：00のびのび子育て相談 27日（金） 20日（金）市役所

傾聴サロン秋桜 健康推進課
（22）03709：30～11：30市民活動支援センター 11日（水）、 28日（土）

こす もす

寄贈「絵画」の展示 9：00～16：00
11月30日まで 栗原文化会館 栗原文化会館

（23）1234

当日正午11：00～12：007日（土）、 21日（土）

トレーニングルーム利用講習会 当日正午19：30～20：30毎週木曜日

11：00～12：0018日（水）
若柳総合体育館 前日正午 若柳総合体育館 （32）3313

19：00～20：0011日（水）、 25日（水）

前日 栗駒総合体育館 （45）588513：00～14：00栗駒総合体育館 毎週日曜日

19：00～20：00毎週水曜日

かんたん筋トレストレッチ教室 前日 栗駒総合体育館 （45）588514：00～14：45栗駒総合体育館 毎週金曜日

10：30～11：30
前日 栗駒総合体育館 （45）5885やさしいヨガ体験会 栗駒総合体育館

毎週土曜日（6/7除く）

栗原市精神障がい者家族連合会
（45）463010：00～12：00心の病を持つ方の家族会 14日（土）市民活動支援センター

がんサロン「サロンdeよらいん」 14：00～15：30 栗原中央病院 栗原中央病院
（21）5330

デ

第２６回白鳥省吾賞受賞作品展 9：00～16：30
６月29日まで 白鳥省吾記念館 白鳥省吾記念館

（23）7967
しろ  とり せい　ご

若柳朝市 6：00～8：00
毎週土曜日に開催 若柳ドリーム・パル駐車場 若柳朝市実行委員会

090（6255）6164

レールバイク乗車会 10：00～15：30
15日も開催 くりはら田園鉄道公園 くりはら田園鉄道公園

（24）7961

古布ふぞろいの会作品展示 10：00～15：00
28日も開催 高清水コミュティセンター 古布ふぞろいの会

080（6037）0946

オレンジカフェ　マロンかふぇ 10：00～12：00 オレンジカフェ　マロンかふぇ
（24）9707リハカフェ ALAISE〔若柳〕

ア レ ー ズ

オレンジカフェ　若柳しもまち 10：00～12：00 若柳下町コミュニティセンター オレンジカフェ　若柳しもまち
090（7069）5507

オレンジカフェ　あっぷる 10：00～12：00 ウジエスーパー若柳店 オレンジカフェ　あっぷる
080（9691）4665

つきだて朝市 6：00～8：30
15日も開催 市役所前 築館朝市運営委員会

090（2271）9392

小さな町の小さなカーフェスタ 7：00～14：00 細倉マインパーク第２駐車場 小さな町の小さなカーフェスタ実行委員会
090（7522）5469

くらし・しごとのお悩み出張相談会 自立相談支援センター ひありんく栗原
（22）763113：30～15：30 花山コミュニティセンター

（花山公民館）

オレンジカフェ　すまいる 10：00～12：00 オレンジカフェ　すまいる
080（6058）0429オレンジカフェ すまいる〔瀬峰〕

オレンジカフェ　つづらふじ 10：00～12：00 オレンジカフェ　つづらふじ
090（8788）3059池坊いけ花教室〔一迫〕

オレンジカフェ　どんぐり 10：00～12：00 オレンジカフェ　どんぐり
080（9001）8218湖畔のみせ　旬彩〔花山〕

骨髄バンク登録相談、HIV・クラミジア・
梅毒抗体検査、肝炎ウイルス検査

3日（火）
17日（火）

大崎保健所栗原支所
（22）21179：30～11：30大崎保健所栗原支所 10日（火）、 24日（火）

オレンジカフェ　ひよっこ 10：00～12：00 オレンジカフェ　ひよっこ〔金成〕 オレンジカフェ　ひよっこ
（44）2046

くりでん乗車会 10：00～15：30 くりはら田園鉄道公園 くりはら田園鉄道公園
（24）7961

マチカリ 11：00～15：00 熊徳倉庫
（築館幼稚園・保育所前）

築館商店会
090（2989）8179

第41回山王史跡公園あやめ祭り 8：30～17：00
７月２日まで 一迫山王史跡公園あやめ園 一迫観光協会

（52）2114

第42回くりこま夜市 15：00～20：00 六日町通り商店街 六日町通り商店街地域おこし協力隊
（24）7871

第20回いちはさま軒下マルシェ 9：30～15：00 あやめの里駐車場〔一迫〕 いちはさま軒下マルシェ実行委員会
（52）2028

第37回みちのく鹿踊大会 10：00～14：00 一迫山王史跡公園あやめ園 一迫観光協会
（52）2114

第35回あやめ祭り神楽大会 9：00～14：00 一迫山王史跡公園あやめ園 一迫観光協会
（52）2114

第41回わんぱく相撲栗原場所
宮城県大会 9：00～12：00 みちのく伝創館〔栗駒〕 栗原青年会議所

（22）1232

第23回みてけらいん美術展 10：00～17：00
22日15：00まで 栗原文化会館 栗原文化会館

（23）1234

ジオガイドと歩く世界谷地散策 9：30～14：30
27・28日を除く土・日曜日開催 世界谷地原生花園 栗駒山麓ジオパーク推進協議会

（24）8836

栗原カブミーティングin 細倉マイン
パーク 9：00～12：00 細倉マインパーク第２駐車場 栗原カブミーティング実行委員長

080（8205）3633
イン

オレンジカフェ　語りすと 10：00～12：00 オレンジカフェ　語りすと
cafe.catalyst.customer@gmail.comカフェ　カタリスト〔築館〕

※ オレンジカフェとは、認知症の人やその家族、地域住民、専門職など、誰でも集える場です。

若柳・イオン・志波姫小

鶯沢小・鶯沢総

花山小

瀬峰総・高清水総花山小

築館

築館

築館・若柳・栗駒

若柳・イオン・志波姫小

瀬峰総・高清水総

鶯沢小・鶯沢総

築館



１７　　広報くりはら　令和７年６月１日 広報くりはら　令和７年６月１日　　１６

※ブッくる号、おはなし会の日程は、市内の情報カレンダーをご覧ください。

栗駒山麓ジオパーク誕生のきっかけと活動を紹介
　栗駒山麓ジオパークは、平成２０年岩手・宮城内陸地震を機に、自然災害との共存を次の世代に
つなぐ活動をしています。

　栗駒山麓ジオパークが発足す
る契機となった、平成２０年岩
手・宮城内陸地震。１７年前の
６月１４日、激しい揺れととも
に、大地が大きく動きました。
　その瞬間的な揺れは、東日本
大震災や能登半島地震より速
く、山地では約３，５００カ所も
の山崩れが発生し、栗駒山麓の
風景は一瞬で姿を変えました。

　栗駒山の恵みを受けながら生
活してきた先人や私たちは、こ
れまでも多くの自然災害と関わ
りを持って生きてきましたが、
この震災がより一層災害と生活

について考える出来事になりま
した。
　この震災の経験や教訓、生じ
た地形や景観を、より多くの人
や次の世代につなげていきた
い。その思いから、日本ジオ
パークの認定を受け「栗駒山麓
ジオパーク」が誕生しました。今
日に至るまで、地域の人たちと
協力しながら、防災・教育・観
光を中心に、地域の活性化に取
り組んでいます。
　このジオパークは、栗駒山の
崩落地だけでなく、平野部の伊
豆沼や内沼などさまざまな見ど
ころがあり、地形・地質・食・
文化などを通じて多様な楽しみ
方があります。また、地域の魅
力を伝えるジオガイドは、市内
の観光施設などを楽しく、分か
りやすく案内します。興味のあ
る人は、問い合わせください。

●６月開催のジオガイド案内
くりでんミュージアム
日時　６月８日（日）
　　　午前１０時～午後３時
栗駒山麓ジオパークビジター
センター
日時　毎週土・日曜日
　　　午前１０時～午後３時
ジオガイドと歩く世界谷地散策
日時　６月７日（土）、８日（日）、
　　　１４日（土）、１５日（日）、
　　　２１日（土）、２２日（日）
　　　午前９時３０分～午後２時３０分
※細倉マインパークのジオガイド案内

は６月は開催しません

▲豊富な知識を持つジオガイドたち

▲現存する国内最大級の地すべり「荒
砥沢地すべり」

▲ジオパーク講座の様子

正しい「働き方」はどっち？
福田 裕史 著、赤城 正孝 監修　秀和システム
　「仕事中心？プライベート重視？」「休
日出勤する？しない？」「労災保険にな
る？ならない？」…。社会人１年目から
知っておきたい働き方の基礎知識を、２
択式クイズと先輩社員、社労士からのア
ドバイスでわかりやすく解説。

どろぼうジャンボリ
阿部 結 作　ほるぷ出版

　町のみんなが眠る夜、風変わりなどろ
ぼうジャンボリは仕事にとりかかる。
いったい、何を盗むと思う？ジャンボリ
が集め続けた宝物が、ある時、町に小さ
な奇跡を起こし…。

あ     べ       ゆい

ふく  だ    ひろ ふみ                あか  ぎ    まさ たか

栗原ベースボールクラブ

※市内で活動する団体の
　情報をお寄せください

　私たちは、小学生４０人と指導者１０人で活動する、野球
のクラブチームです。何事も全力で取り組むことを第一に
日々の練習に励み、全国大会の出場経験もあります。
　練習は、毎週火曜日と木曜日の午後６時３０分から９時
までです。場所は学年ごとに分かれていて、火曜日は、低
学年が大崎市岩出山の真山屋内運動場、高学年は築館野球
場です。木曜日は、低学年が一迫多目的広場、高学年は築
館野球場です。
　野球は、仲間との協力が大切です。プレーを通じて深め
た絆は、将来かけがえのない財産になります。また、規律
や礼節といった社会生活の基本も身に付きます。
　見学や参加は、幼稚園年長児から受け付けて
います。ぜひ一緒に、野球をしましょう。
　

栗原ベースボールクラブ　中鉢
　 ☎０９０（９０３７）４０４７

栗駒山麓ジオパーク講座２０２５受講者募集
　年６回開催予定の講座では、栗駒山麓ジオパークの魅力を体験することで、思わず周りの人に、地域
の魅力を話したくなるプログラムを準備しています。ジオパークの面白さを楽しく学びたい人、ジオガ
イドに興味のある人は、ぜひ参加ください。

第１回栗駒山麓ジオパーク講座
●日時　６月２２日（日）　午後１時３０分～３時
●場所　栗駒山麓ジオパークビジターセンター
●内容　オリエンテーション、館内見学
●申込期限　６月１５日（日）
●申込方法　Googleフォームから申し込みください
※詳しくは、栗駒山麓ジオパークウェブサイトで確認してください。

●読み聞かせボランティア募集
　市立図書館では、毎週土曜日に開催
している「おはなし会」で、職員と一緒
に絵本の読み聞かせや手遊びなどをす
るボランティアを募集しています。
　初めての人でも大歓迎です。読み聞
かせボランティアとしてぜひ一緒に活
動してみませんか。
　興味のある人は、市立図書館まで問
い合わせください。
※未成年の人は、保護者の同意が必要です。

　図書館１階にある情報交換プラザは、個
人やグループの作品展示スペースとして、
無料で利用できます。作品の展示を希望す
る人は、図書館まで問い合わせください。

ちゅうばち

栗原ベースボールクラブ
Instagram

Googleフォーム

受講申込

グーグル

104

ジオパーク推進室

ジオパーク ジオパーク

Facebook LINE

ジオパーク

市ウェブサイト

☎（２４）８８３６
ファクス（４５）５９３６

図書館

市ウェブサイト

図書館

Facebook

市立図書館☎（２１）１４０３
【開館時間】
●火～金曜日：午前１０時～午後６時
●土・日曜日：午前　９時～午後５時

【休館日】
●毎週月曜日、祝日（月曜日が祝日の

場合、その翌日も休館）

お す す め今月の 本
お知らせ

情報交換プラザ展示

84
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市
議
会
議
長
に
尾
形
氏
、

副
議
長
に
　
原
氏
が
就
任

　
５
月
８
日
、
尾
形
勝
通
氏（
68

歳
）が
議
長
に
、　
原
勇
喜
氏（
74

歳
）が
副
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
議
会
事
務
局
☎（
22
）１
１
７
０

副
市
長
に
三
塚
氏
が
就
任

　
５
月
18
日
、
三
塚
満
氏（
58

歳
）が
副
市
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

【
略
歴
】昭
和
61
年
旧
築
館
町
役
場

入
庁
。
合
併
後
は
、
総
務
部
次
長
、

建
設
部
長
、
教
育
部
長
、
総
務
部

長
を
歴
任
。

　
総
務
部
総
務
課☎（

22
）１
１
２
２

令
和
７
年
第
５
回

栗
原
市
議
会
定
例
会

　
次
の
と
お
り
、
議
会
定
例
会
を

開
催
し
ま
す
。

●
日
程
・
内
容

□
６
月
10
日（
火
）本
会
議
　
会

期
の
決
定
、
議
案
の
提
案
理

由
説
明
な
ど

□
17
日（
火
）〜
19
日（
木
）本
会

議
　
一
般
質
問（
個
人
質
問
）

□
20
日（
金
）本
会
議
　
一
般
質

問（
個
人
質
問
）、
議
案
の
総

括
質
疑
な
ど

□
23
日（
月
） 各
常
任
委
員
会
・

分
科
会
　
付
託
議
案
審
査

□
24
日（
火
）本
会
議
　
各
常
任

委
員
会
・
予
算
特
別
委
員
会

委
員
長
報
告
、
質
疑
、
討
論
、

採
決
な
ど

※

土
・
日
曜
日
は
休
会

※

一
般
質
問
や
議
案
の
件
数
に
よ
っ
て
、

会
期
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
開
会
時
間
　
午
前
10
時
〜

※

６
月
20
日（
金
）は
、
午
前
11
時
開
会

※

６
月
24
日（
火
）は
、
午
後
１
時
30
分

　
開
会

●
場
所
　
市
役
所
４
階
　
議
場

●
傍
聴
　
席
数
25
席

※

車
い
す
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

●
請
願
・
陳
情
の
提
出
　
本
定
例

会
で
審
査
す
る
請
願
ま
た
は
、

紹
介
す
る
陳
情
は
、
６
月
19
日

　（
木
）正
午
ま
で
に
議
会
事
務
局

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

議
会
中
継
の
視
聴
方
法

　
本
会
議
中
継
は
、
本
庁
舎
お
よ

び
各
総
合
支
所
の
テ
レ
ビ
で
視
聴

で
き
る
他
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
で

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
議
会
情
報
か

ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を
視

聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　

　
議
会
事
務
局

☎（
22
）１
１
７
０

黙
と
う
の
お
願
い

　
平
成
20
年
岩
手
・
宮
城
内
陸
地

震
か
ら
17
年
を
迎
え
る
６
月
14
日
、

犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
す
る
た
め
、
黙
と
う
を

行
い
ま
す
。

　
新
山
館
跡（
新
井
山
館
跡
、
若

柳
城
跡
）は
、
若
柳
地
区
川
南
に

あ
る
中
近
世
の
城
館
跡
で
す
。
延

宝
年
間（
1
6
7
3
〜
1
6
8
1

年
）に
仙
台
藩
が
領
内
の
旧
城
に

つ
い
て
ま
と
め
た「
仙
台
領
古
城

書
上
」で
は「
若
柳
城
」と
し
て
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
迫
川
に
沿
っ
て
東
西
に
延
び
る

標
高
約
39
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
に
あ

る
こ
の
城
館
跡
は
、
北
側
は
迫
川

を
背
に
し
、
南
面
は
切
り
立
っ
た

断
崖
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

仙
台
藩
の
史
官
・
画
工
を
勤
め
た

佐
久
間
義
和（
洞
巌
）や
、
仙
台
藩

の
儒
学
者
で
あ
っ
た
田
辺
希
文
が

完
成
さ
せ
た
各
種
地
誌
で
は「
新

山
古
舘
」と
し
て
紹
介
さ
れ
、
こ

の
山
が
一
夜
に
し
て
で
き
た
た
め

「
新
山
」と
名
付
け
ら
れ
た
と
の
説

明
や
、
源
義
家
が
前
九
年
の
役
の

際
に
陣
を
立
て
た
場
所
で
あ
る
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
新
山
館
の
城
主
に
つ
い
て
は
、

天
正
７
年（
1
5
7
9
年
）に
、
大

崎
氏
と
の
国
境
戦
に
備
え
て
、
葛

西
氏
の
臣
下
で
あ
る
畠
山
氏
が
移

り
住
み
、
そ
の
嫡
男
が
跡
を
継
い

だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
は
、

葛
西
氏
の
分
家
で
あ
る
寺
崎
氏
が
、

大
崎
氏
に
対
抗
す
る
た
め
、
家
臣

で
あ
る
千
葉
氏
を
磐
井
郡
峠
村
北

館
か
ら
新
山
館
に
移
し
て
守
備
を

任
せ
た
と
さ
れ
、
こ
の
城
館
が
葛

西
氏
と
大
崎
氏
の
争
い
に
お
い
て
、

大
き
な
役
割
を
持
っ
て
い
た
こ
と

が
伺
え
ま
す
。

　
頂
上
部
分
は
後
世
の
開
発
に
よっ

て
当
時
の
面
影
を
失
っ
て
い
ま
す

が
、
数
々
の
伝
承
と
周
辺
の
数
多

く
の
城
館
跡
が
、
こ
の
地
が
長
く

合
戦
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
今
に

伝
え
て
い
ま
す
。

教
育
部
文
化
財
保
護
課

☎（
42
）３
５
１
５

　
当
日
は
合
図
と
し
て
、防
災
行
政

無
線
で
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

●
日
時
　
６
月
14
日（
土
）

　
午
前
８
時
43
分
か
ら
30
秒
間

　
総
務
部
総
務
課☎（

22
）１
１
２
２

市
民
自
主
避
難
訓
練

　
平
成
20
年
６
月
14
日
に
発
生
し

た
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
の
記
憶

を
後
世
に
伝
え
、
今
後
起
こ
り
う

る
自
然
災
害
に
備
え
る
た
め
、
市

で
は
、
６
月
14
日
を「
栗
原
市
防

災
の
日
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　
防
災
意
識
の
向
上
と
避
難
経
路

の
確
認
を
目
的
に
、
市
民
自
主
避

難
訓
練
を
行
い
ま
す
。

●
日
時
　
６
月
15
日（
日
）

　
午
前
８
時
43
分

※

当
日
は
、
午
前
８
時
43
分
に
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

●
訓
練
内
容

　
　
サ
イ
レ
ン
の
後
に
防
災
行
政

無
線
で
訓
練
の
開
始
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
は
、

そ
の
場
に
し
ゃ
が
む
、
物
に
つ

か
ま
る
な
ど
各
自
で
避
難
行
動

を
取
り
、
身
の
安
全
を
確
保
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
は
、
避

難
経
路
を
確
認
し
な
が
ら
、
避

難
場
所
へ
移
動
す
る
訓
練
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
総
務
部
危
機
対
策
課

☎（
22
）１
１
４
９

土
砂
災
害
防
止
月
間

　
６
月
は
、
土
砂
災
害
が
多
い
時

期
で
す
。
次
の
情
報
な
ど
を
活
用

し
、
家
族
や
地
域
で
の
自
主
的
な

防
災
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
県
土
木
部
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム

　
　
県
内
の
河
川
・
砂
防
の
情
報

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
公
開

●
県
砂
防
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム

　
　
危
険
箇
所
の
土
砂
災
害
発
生

関
連
情
報
を
提
供

●
県
河
川
流
域
情
報
シ
ス
テ
ム

　
　
県
内
の
雨
量
や
河
川
の
水
位
、

ダ
ム
の
各
種
情
報
を
提
供
し
、

警
報
や
警
戒
態
勢
情
報
を
伝
達

　
建
設
部
建
設
課☎（

22
）１
１
５
２

男
女
共
同
参
画
週
間

　
６
月
23
日（
月
）か
ら
29
日（
日
）

は
、
男
女
共
同
参
画
週
間
で
す
。

　
誰
も
が
、
職
場
や
学
校
、
地
域
、

家
庭
で
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力

を
最
大
限
発
揮
で
き
る
社
会
の
実

現
に
は
、
一
人
一
人
の
取
り
組
み

が
必
要
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
男

女
共
同
参
画
に
つ
い
て
身
近
な
と

こ
ろ
か
ら
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
企
画
部
市
民
協
働
課

☎（
22
）１
１
６
４

農
業
者
年
金
現
況
届

　
農
業
者
年
金
を
受
給
し
て
い
る

人
は
、
年
金
を
引
き
続
き
受
給
で

き
る
か
確
認
す
る
た
め
、
現
況
届

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
い
と
、

11
月
の
定
期
支
払
か
ら
差
し
止
め

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
方
法
　
農
業
者
年
金
基
金

か
ら
郵
送
さ
れ
た
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
６
月
30
日

　（
月
）ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
ま

た
は
、
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー

ビ
ス
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

経
営
移
譲
年
金
、
特
例
付
加
年
金
を

受
給
し
て
い
る
人
は
、
農
地
の
返
還

や
取
得
な
ど
で
、
農
地
経
営
を
再
開

し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　
農
業
委
員
会
事
務
局

☎（
42
）１
２
３
９

下
水
道
を
利
用
す
る

皆
さ
ん
へ

　
調
理
後
の
廃
油
を
下
水
道
管
へ

多
量
に
流
す
と
、
管
内
で
固
ま
っ

て
詰
ま
る
原
因
と
な
り
ま
す
。
油

脂
は
新
聞
紙
に
吸
収
さ
せ
る
か
、

処
理
袋
や
処
理
剤
を
利
用
し
て
処

分
し
て
く
だ
さ
い
。

　
飲
食
店
や
油
を
多
く
使
用
す
る

事
業
者
は
、
グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ

な
ど
の
阻
集
器
を
定
期
的
に
点
検
、

清
掃
し
、
油
脂
が
流
れ
出
な
い
よ

う
に
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ト
イ
レ
に
は
、
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
も
の
は
絶
対

流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
上
下
水
道
部
施
設
課

☎（
42
）１
１
３
３

揚
水
機
場
の
電
気
料
金

を
補
助

　
農
業
用
水
の
た
め
揚
水
機
場
の

運
転
に
使
用
し
た
電
気
料
金
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象
　
２
戸
以
上
の
農
家
で
組

　
織
す
る
団
体（
水
利
組
合
な
ど
）

※

個
人
や
土
地
改
良
区
、
市
管
理
の
も

の
は
除
き
ま
す
。

●
補
助
率
　
４
月
か
ら
９
月
ま
で

の
電
気
料
金
の
総
額
が
２
万
円

以
上
の
場
合
、
21
パ
ー
セ
ン
ト

か
ら
35
パ
ー
セ
ン
ト
を
補
助

●
申
込
期
限
　
10
月
31
日（
金
）

●
申
し
込
み
　
各
総
合
支
所
に
備

え
付
け
の
申
請
書
　
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
各
総
合
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
農
林
振
興
部
農
村
整
備
課

☎（
22
）１
１
３
８

　
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

栗
原
市
二
十
歳
を
祝
う
会

　
20
歳
を
迎
え
た
青
年
を
祝
い
励

ま
す
た
め
、
式
典
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

　
令
和
８
年
１
月
11
日（
日
）

　
午
後
１
時
〜

●
場
所
　
若
柳
総
合
体
育
館

●
対
象
　
平
成
17
年
４
月
２
日
〜

　
平
成
18
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

※

案
内
状
は
11
月
中
旬
に
発
送
予
定

※

詳
細
は
決
ま
り
次
第
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
教
育
部
社
会
教
育
課

☎（
42
）３
５
１
４

種
　
　
別
　
市
指
定
記
念
物
　
史
跡

指
　定
　日
　
昭
和
49
年
４
月
１
日

所
　在
　地
　
若
柳
字
川
南
上
堤

新
山
館
跡

238 市
内
の
文
化
財
散
策

に
い

　や
ま

　た
て

　あ
と

▲現在は木々に覆われている新山館跡（写真奥）

議会中継

県土木部総合
情報システム

県砂防総合
情報システム

県河川流域
情報システム
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▲前回の式典の様子

▲　原　勇喜　副議長
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住
宅
耐
震
改
修
な
ど
で

固
定
資
産
税
が
減
額

　
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で
に
行
っ

た
住
宅
の
耐
震
改
修
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
改
修
お
よ
び
省
エ
ネ
改
修
で
、

一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
、

改
修
し
た
家
屋
分
の
固
定
資
産
税

の
一
部
を
減
額
し
ま
す
。

耐
震
改
修

●
要
件
　
昭
和
57
年
１
月
１
日
以

前
に
建
て
ら
れ
た
住
宅
で
、
現

行
の
耐
震
基
準
に
適
合
さ
せ
る

改
修
工
事
費
が
、
１
戸
当
た
り

50
万
円
を
超
え
る
住
宅

●
減
額
率
　
２
分
の
１

●
減
額
対
象
床
面
積
の
上
限

　
　
１
戸
当
た
り
１
２
０
平
方
メ
ー

　
ト
ル
ま
で

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

●
要
件
　
新
築
し
た
日
か
ら
10
年

以
上
経
過
し
、
次
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
住
宅

①
次
の
い
ず
れ
か
の
人
が
居
住

す
る
住
宅

□
65
歳
以
上
の
人

□
要
介
護
ま
た
は
、
要
支
援

の
認
定
を
受
け
て
い
る
人

□
障
害
が
あ
る
人

②
次
の
工
事
で
、
補
助
金（
居

宅
介
護
住
宅
改
修
費
、
介
護

予
防
住
宅
改
修
費
）な
ど
を

除
い
た
自
己
負
担
金
が
、
50

万
円
を
超
え
る
住
宅

□
廊
下
の
拡
幅
工
事

□
階
段
の
こ
う
配
緩
和
工
事

□
浴
室
、
ト
イ
レ
の
改
修
工

事
な
ど

③
改
修
後
の
床
面
積
が
50
平
方

メ
ー
ト
ル
以
上
２
８
０
平
方

メ
ー
ト
ル
以
下

●
減
額
率
　
３
分
の
１

●
減
額
対
象
床
面
積
の
上
限

　
　
１
戸
当
た
り
１
０
０
平
方
メ
ー

　
ト
ル
ま
で

省
エ
ネ
改
修

●
要
件
　
次
の
①
、
②
の
全
て
に

該
当
す
る
住
宅

①
平
成
26
年
４
月
１
日
以
前
に

建
て
ら
れ
、
次
の
改
修
工
事

費
の
合
計
が
60
万
円
を
超
え

る
住
宅
。
ま
た
は
、
次
の
改

修
工
事
費
の
合
計
が
50
万
円

を
超
え
太
陽
光
発
電
装
置
な

ど
の
設
置
に
か
か
る
工
事
費

と
合
わ
せ
て
60
万
円
を
超
え

る
住
宅

□
窓
の
断
熱
改
修
工
事（
必
須
）

□
天
井
の
断
熱
改
修
工
事

□
壁
の
断
熱
改
修
工
事

□
床
の
断
熱
改
修
工
事

※

浴
室
、
ト
イ
レ
の
み
の
窓
断
熱
改
修

は
、
対
象
外
で
す
。

②
改
修
後
の
住
宅
の
床
面
積
が

50
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
２
８
０

　
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下

●
減
額
率
　
３
分
の
１

●
減
額
対
象
床
面
積
の
上
限

　
　
１
戸
当
た
り
１
２
０
平
方
メ
ー

　
ト
ル
ま
で

共
通
事
項

●
減
額
期
間
　
改
修
が
完
了
し
た

年
の
翌
年
度
の
み

●
手
続
方
法
　
改
修
後
３
カ
月
以

内
に
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
た
は
、

各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

に
備
え
付
け
の
申
告
書
　
に
、

必
要
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

●
注
意
点
　
上
限
を
超
え
た
床
面

　
積
は
、減
額
対
象
か
ら
除
き
ま
す
。

　
　
ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

と
省
エ
ネ
改
修
の
減
額
制
度
は

併
用
で
き
ま
す
が
、
そ
の
他
の

制
度
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
総
務
部
税
務
課☎（

22
）１
１
２
１

短
期
集
中
型
サ
ー
ビ
ス

　
長
時
間
歩
く
こ
と
が
大
変
、
食

事
中
に
む
せ
て
食
べ
に
く
い
な
ど
、

日
常
生
活
で
の
困
り
ご
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　
短
期
集
中
型
サ
ー
ビ
ス
は
、
歩

行
や
食
事
と
い
っ
た
日
常
生
活
の

動
作
の
不
安
軽
減
・
解
消
を
し
、

可
能
な
限
り
自
立
し
た
生
活
が
送

れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
、
専
門
的
な
知
識
を
持
っ
た
職

員
と
共
に
生
活
改
善
に
取
り
組
む

も
の
で
す
。

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
き
っ

か
け
に
、
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を

取
り
戻
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

□
要
支
援
１
ま
た
は
、
要
支
援

２
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人

□
65
歳
以
上
で
、
基
本
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
に
よ
り
事
業
対
象

に
該
当
し
た
人

●
内
容
　
通
所
と
訪
問
の
２
種
類

か
ら
選
択
で
き
ま
す
。
実
施
期

間
は
、
い
ず
れ
も
３
カ
月
で
す
。

□
通
所
サ
ー
ビ
ス
　
週
に
１
回

程
度
、
全
15
回
実
施
し
ま
す
。

運
動
、
口
腔
、
認
知
症
予
防

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

※

市
内
４
カ
所
で
実
施

□
訪
問
サ
ー
ビ
ス
　
運
動
機
能

の
維
持
・
向
上
や
、
体
調
や

病
気
に
合
わ
せ
た
栄
養
改
善

を
目
指
し
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ

の
専
門
職
ま
た
は
、
管
理
栄

養
士
が
参
加
者
の
自
宅
を
訪

問
し
ま
す
。

●
料
金
　
　
　
　
１
回
5
0
0
円

●
利
用
方
法
　
居
住
す
る
地
区
の

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の

事
前
相
談
が
必
要
で
す
。

　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

職
員
が
生
活
の
困
り
ご
と
を
確

認
し
、
支
援
内
容
な
ど
を
提
案

の
上
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し

ま
す
。

　
市
民
生
活
部
介
護
福
祉
課

☎（
22
）1
3
5
0

　
築
館
・
志
波
姫
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
　
☎（
24
）8
0
8
0

　
若
柳
・
金
成
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
　
　
☎（
42
）3
2
3
3

　
栗
駒
・
鶯
沢
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
　
　
☎（
45
）2
4
7
1

　
瀬
峰
・
高
清
水
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
　
☎（
59
）3
8
6
1

　
一
迫
・
花
山
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
　
　
☎（
52
）2
1
1
0

認
知
症
の
人
を
支
え
る

「
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
」

　「
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
」は
、
認
知

症
に
な
っ
て
も
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
認
知

症
の
人
や
そ
の
家
族
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
な
ど
地
域
の
人
た
ち
を

１
つ
の
チ
ー
ム
と
し
て
登
録
し
、

支
え
合
う
仕
組
み
で
す
。

　
チ
ー
ム
の
ま
と
め
役
は
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
認
知
症
地

域
支
援
員
が
担
当
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
登
録
し
て

く
だ
さ
い
。

●
支
援
の
内
容
　
近
隣
の
認
知
症

の
人
に
対
す
る
見
守
り
、
声
掛

け
や
話
し
相
手
、
自
宅
訪
問
の

他
、
買
い
物
や
通
院
な
ど
の
外

出
支
援
を
継
続
的
に
行
い
ま
す
。

●
登
録
要
件
　
次
の
全
て
に
該
当

す
る
チ
ー
ム
　

□
市
内
で
活
動
し
て
い
る
こ
と

□
支
援
を
行
う
メ
ン
バ
ー
が
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
と
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
を
受

講
し
て
い
る
こ
と

□
認
知
症
の
本
人
も
チ
ー
ム
の

一
員
と
し
て
参
加
で
き
る
体

制
に
な
っ
て
い
る
こ
と

※

チ
ー
ム
登
録
後
の
講
座
受
講
も
有
効

で
す
。

※

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
講
座
は
、
秋
ご
ろ
開
催
予
定
で
す
。

※

登
録
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
確
認
す
る
か
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
市
民
生
活
部
介
護
福
祉
課

☎（
22
）1
3
5
0

　
築
館
・
志
波
姫
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
　
☎（
24
）8
0
8
0

　
若
柳
・
金
成
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
　
　
☎（
42
）3
2
3
3

　
栗
駒
・
鶯
沢
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
　
　
☎（
45
）2
4
7
1

　
瀬
峰
・
高
清
水
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
　
☎（
59
）3
8
6
1

　
一
迫
・
花
山
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
　
　
☎（
52
）2
1
1
0

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

な
ど
の
有
効
期
間

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
、
そ

の
電
子
証
明
書
に
は
有
効
期
間
が

あ
る
た
め
、
忘
れ
ず
に
更
新
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
で
住
民
票
の

写
し
な
ど
を
取
得
す
る
際
は
、
有

効
期
間
内
の
電
子
証
明
書
が
必
要

で
す
。

●
有
効
期
間

□
18
歳
未
満
の
人
　
発
行
日
か

ら
５
回
目
の
誕
生
日
ま
で

□
18
歳
以
上
の
人
　
発
行
日
か

ら
10
回
目
の
誕
生
日
ま
で

●
電
子
証
明
書
の
有
効
期
間

　
　
年
齢
を
問
わ
ず
、
発
行
日
か

ら
５
回
目
の
誕
生
日
ま
で

●
更
新
方
法
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

　
ド
、
電
子
証
明
書
共
に
、
有
効

期
間
が
終
了
す
る
２
〜
３
カ
月

前
に「
地
方
公
共
団
体
情
報
シ

ス
テ
ム
機
構
」か
ら
通
知
書
が

送
付
さ
れ
ま
す
。
各
総
合
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
で
更
新
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
注
意
事
項
　
引
っ
越
し
や
婚
姻

な
ど
で
住
所
や
氏
名
が
変
更
と

な
っ
た
場
合
は
、
電
子
証
明
書

　
が
失
効
し
ま
す
。

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持

参
の
上
、
住
所
地
の
市
区
町
村

窓
口
で
券
面
変
更
手
続
き
と
、

電
子
証
明
書
の
更
新
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
市
民
生
活
部
市
民
課

☎（
22
）３
２
１
１

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ

交
付
サ
ー
ビ
ス

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用

し
て
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
、

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
な
ど
の
証

明
書
を
取
得
で
き
ま
す
。

　
発
行
手
数
料
が
、
総
合
支
所
窓

口
で
発
行
す
る
よ
り
も
１
０
０
円

安
く
な
り
ま
す
。
便
利
で
お
得
な

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
、
ぜ

ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
利
用
可
能
店
舗　
マ
ル
チ
コ
ピ
ー

　
機
を
設
置
し
て
い
る
コ
ン
ビ
ニ
、

市
役
所
本
庁
舎
な
ど

●
取
得
で
き
る
証
明
書

□
住
民
票
の
写
し

※

本
人
と
本
人
の
同
一
世
帯
分

※

除
票
、
住
民
票
コ
ー
ド
や
個
人
番

号
を
記
載
し
た
も
の
は
取
得
不
可

□
印
鑑
登
録
証
明
書

※

本
人
分

□
所
得
課
税
証
明
書

※

過
年
度
は
取
得
不
可

※

本
人
分

□
戸
籍
謄
本（
抄
本
）、
戸
籍
の

附
票

※

栗
原
市
に
本
籍
が
あ
り
、
本
人
が

在
籍
す
る
現
在
の
戸
籍

※

除
籍
・
改
製
原
戸
籍
は
取
得
不
可

●
利
用
時
間
　

□
戸
籍
証
明　
午
前
８
時
30
分
〜

　
午
後
５
時
15
分

※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
　

□
そ
の
他
　
午
前
６
時
30
分
〜

午
後
11
時

※

年
末
年
始（
12
月
29
日
〜
１
月
３

日
）、
シ
ス
テ
ム
休
止
日
を
除
く

※

市
役
所
本
庁
舎
の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー

機
の
利
用
時
間
は
、
戸
籍
証
明
と

同
様
で
す
。

●
準
備
す
る
も
の

□
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

□
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
※

　
の
暗
証
番
号

※
カ
ー
ド
に
は
、
利
用
者
証
明
用
電
子

証
明
書
が
発
行
さ
れ
て
い
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
市
民
生
活
部
市
民
課

☎（
22
）３
２
１
１

栗
原
市
良
い
歯
の
表
彰

　
６
月
は
市
で
定
め
た「
歯
と
口

腔
の
健
康
づ
く
り
月
間
」で
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て

市
で
は
、
令
和
６
年
度
に
実
施
し

た
市
の
歯
周
疾
患
検
診
の
結
果
、

60
歳
で
24
本
以
上
、
70
歳
で
22
本

以
上
の
健
康
な
歯
と
歯
肉
を
維
持

し
、
日
常
か
ら
歯
の
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
人
を
表
彰
し

ま
し
た
。

　
写
真
の
２
人
の
他
、
狩
野
恵
美

さ
ん（
築
館
駅
前
）、
佐
藤
美
千
江

さ
ん（
築
館
大
堀
）、
佐
藤
隆
子
さ

ん（
栗
駒
芋
埣
）、
阿
部
初
枝
さ
ん

（
栗
駒
栗
原
根
岸
）、熱
海
千
惠
さ
ん

（
志
波
姫
宮
中
）が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
市
民
生
活
部
健
康
推
進
課

☎（
22
）０
３
７
０

▲髙橋　英子 さん
　（若柳福岡）

たかはし　えい  こ
▲鹿野　泰弘 さん
　（一迫荒町）

か　の　　やすひろ

　
　
　
　
　 

か
　 

の
　  

え
　 

み

　
　  

さ
　
と
う
　
み
　 

ち
　  

え

　
　  

さ
　
と
う 

た
か
　
こ

あ
　  

べ
　
は
つ
　
え

あ
つ
　
み
　 

ち
　  

え

▲市役所に設置している交付端末
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▲レールバイクを楽しむ家族連れ

地
球
温
暖
化
の
緩
和
と
適

応
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

　
地
球
温
暖
化
と
は
、
二
酸
化
炭

素
や
メ
タ
ン
な
ど
の
温
室
効
果
ガ

ス
が
増
え
す
ぎ
る
こ
と
に
よ
り
、

地
球
の
気
温
が
上
昇
す
る
現
象
で

す
。
世
界
や
日
本
で
は
、
地
球
温

暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
や
自
然
災

害
の
増
加
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
影

響
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
地
球
温
暖
化
の
対
策
と
し
て
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
減
ら

す
緩
和
策
と
、
気
温
上
昇
の
影
響

に
備
え
る
適
応
策
の
２
つ
が
あ
り

ま
す
。
一
人
一
人
が
無
理
の
な
い

範
囲
で
、
緩
和
と
適
応
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

●
緩
和
の
例
　
節
電
や
ゴ
ミ
の
減

量
に
よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
で
、

温
室
効
果
ガ
ス
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

□
エ
ア
コ
ン
の
フ
ィ
ル
タ
ー
は

小
ま
め
に
掃
除
し
、
長
時
間

の
外
出
時
は
電
源
を
切
る

□
ク
ー
ル
ビ
ズ
を
心
掛
け
、
冷

房
の
設
定
温
度
を
下
げ
過
ぎ

な
い

□
冷
蔵
庫
内
は
適
度
な
隙
間
を

作
り
、
冷
却
効
率
を
高
め
る

□
食
品
は
食
べ
き
れ
る
量
だ
け

買
い
、
早
め
に
消
費
す
る

●
適
応
の
例
　
人
体
に
影
響
を
与

え
る
ほ
ど
の
猛
暑
や
、
ゲ
リ
ラ

豪
雨
な
ど
の
災
害
に
対
し
て
、

普
段
か
ら
備
え
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

□
水
分
や
塩
分
を
小
ま
め
に
取

り
、
熱
中
症
を
予
防
す
る

□
外
出
時
に
は
、
ク
ー
リ
ン
グ

シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど
涼
し
い
場

所
で
休
憩
す
る

□
外
で
の
作
業
は
、
比
較
的
涼

し
い
早
朝
や
夕
方
に
行
う

□
気
象
情
報
の
収
集
や
、
避
難

経
路
な
ど
を
確
認
し
、
万
が

一
の
自
然
災
害
に
備
え
る

　
市
民
生
活
部
環
境
課

☎（
22
）３
３
５
０

発
電
事
業
を
実
施
す
る

場
合
は
届
け
出
を

　
発
電
事
業
を
実
施
す
る
場
合
は

条
例
に
基
づ
き
、
住
民
な
ど
へ
の

説
明
会
開
催
や
、
市
へ
の
届
け
出

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

●
届
け
出
が
必
要
な
発
電
事
業

　
　
発
電
出
力
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以

上
の
事
業

※

太
陽
光
発
電
事
業
の
う
ち
、
建
築
物

　
の
屋
根
や
屋
上
で
行
う
事
業
、地
す
べ

　
り
防
止
区
域
な
ど
の
抑
制
区
域
以
外

に
設
置
す
る
発
電
出
力
50
キ
ロ
ワ
ッ

ト
未
満
の
事
業
は
、
届
け
出
対
象
外
。

※

詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
民
生
活
部
環
境
課

☎（
22
）３
３
５
０

若
者
の
移
住
・
定
住

を
応
援

　
市
で
は
、
若
者
の
移
住
・
定
住

促
進
に
向
け
、
住
宅
の
新
築
や
購

入
、
増
改
築
に
係
る
費
用
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

若
者
定
住
促
進
助
成
事
業

●
対
象
者
　
転
入
者
型
ま
た
は
多

　
世
代
同
居
型
の
要
件
と
、
共
通

　
事
項
を
全
て
満
た
す
人

転
入
者
型

□
令
和
８
年
３
月
31
日（
火
）ま

で
に
栗
原
市
に
転
入
し
、
転

入
前
３
年
間
は
市
外
に
住
民

登
録
し
て
い
た
人

□
転
入
日
前
日
か
ら
過
去
３
年

間
ま
た
は
、
１
年
を
経
過
す

る
前
に
住
宅
の
新
築
ま
た
は

　
購
入（
中
古
も
含
む
）、増
改
築

　
の
契
約
を
締
結
し
て
い
る
人

多
世
代
同
居
型

□
３
世
代
以
上
の
直
系
の
親
族

　（
出
生
予
定
の
子
を
含
む
）が

同
一
世
帯
と
し
て
多
世
代
同

居
す
る
人

□
令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
に
、

　
住
宅
の
新
築
ま
た
は
購
入（
中

　
古
も
含
む
）、増
改
築
の
契
約

を
締
結
し
て
い
る
人

共
通
事
項

□
住
宅
を
取
得（
新
築
ま
た
は

購
入
）す
る
た
め
の
契
約
を

結
ん
だ
日
時
点
で
40
歳
以
下

の
人

□
住
宅
取
得
に
係
る
借
入
金
の

償
還
期
間
が
10
年
以
上
の
人

●
補
助
内
容
　
住
宅
取
得
の
た
め

　
の
借
入
金
の
年
末
残
高
の
５
パ
ー

　
セ
ン
ト
を
最
長
３
年
間
補
助

※

上
限
20
万
円

●
申
込
期
限
　
令
和
８
年
３
月
31

日（
火
）

●
申
し
込
み
　
申
請
書
類
に
必
要

書
類
を
添
え
、
問
い
合
わ
せ
先

　
ま
た
は
、各
総
合
支
所
市
民
サ
ー

　
ビ
ス
課
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

申
請
書
類
は
、
栗
原
市
移
住
定
住
サ

イ
ト「
き
て
み
ら
い
ん
く
ら
し
た
い

栗
原
」で
取
得
で
き
ま
す
。

　
企
画
部
定
住
戦
略
室

☎（
22
）１
１
２
５

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
出
前

講
座
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
取
得
支
援

　
い
・
ど
・
う
市
民
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方

の
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ

の
講
座
で
は
、
電
話
の
掛
け
方
や

カ
メ
ラ
ア
プ
リ
の
使
い
方
な
ど
、

初
歩
的
な
内
容
を
幅
広
く
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ

た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得

支
援
や
、
市
が
提
供
す
る
オ
ン
ラ

イ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
方
法
な
ど

の
応
用
講
座
も
あ
り
ま
す
。

　
受
講
を
希
望
す
る
人
は
、
問
い

合
わ
せ
先
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
企
画
部
市
政
情
報
課

☎（
22
）１
１
２
６

放
射
能
関
連
相
談

　
食
品
測
定
を
希
望
す
る
人
は
、

問
い
合
わ
せ
先
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●
測
定
内
容
　
食
品
の
放
射
性
物

質
測
定

※

市
内
の
空
間
放
射
線
量
は
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
農
林
振
興
部
林
業
畜
産
課

　
放
射
性
廃
棄
物
等
対
策
室

☎（
22
）１
１
３
６

第
 23
回
栗
原
み
て
け

ら
い
ん
美
術
展

　
市
内
を
活
動
拠
点
と
す
る
、
高

校
生
以
上
の
絵
画
愛
好
者
の
作
品

を
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
６
月
14
日（
土
）〜
22
日

　（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※

16
日（
月
）は
休
館
日

※

最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

●
場
所
　
栗
原
文
化
会
館

●
入
場
料
　
　
　
　
　
　
　
無
料

　
栗
原
文
化
会
館☎（

23
）１
２
３
４

栗
原
文
化
会
館
ピ
ア
ノ
・

ホ
ワ
イ
エ
一
般
開
放

　
栗
原
文
化
会
館
の
グ
ラ
ン
ド
ピ

ア
ノ
と
ホ
ワ
イ
エ
を
一
般
開
放
し

ま
す
。

グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
一
般
開
放

●
日
時
　
６
月
14
日（
土
）か
ら
10

月
31
日（
金
）ま
で
の
土
・
日
曜

日
、
祝
日
の
う
ち
、
休
館
日
と

ホ
ー
ル
利
用
日
を
除
く
会
館
の

指
定
す
る
日

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

●
対
象
　
ど
な
た
で
も
利
用
で
き

ま
す
。

●
利
用
時
間
　
１
人
１
枠
１
時
間

30
分
　
※
予
約
制

●
費
用
　
　
　
　
　
　
　
　
千
円

●
申
し
込
み
　
利
用
希
望
日
の
２

週
間
前
ま
で
、
問
い
合
わ
せ
先

に
備
え
付
け
の
申
請
書
　
を
記

入
の
上
、
利
用
料
を
添
え
て
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

ホ
ワ
イ
エ
一
般
開
放

　
ホ
ワ
イ
エ
を
会
場
に
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
を
開
催
で
き
ま
す
。

●
日
時
　
６
月
、
８
月
、
10
月
、

12
月
の
う
ち
、
休
館
日
と
ホ
ー

ル
利
用
日
を
除
く
会
館
の
指
定

す
る
日

　
午
後
１
時
〜
３
時

●
対
象
　
20
人
以
内
に
よ
る
歌
唱
、

演
奏
、
ダ
ン
ス
な
ど
ホ
ワ
イ
エ

で
行
え
る
演
目

●
費
用
　
　
　
　
　
　
　
　
無
料

●
申
し
込
み
　
６
月
３
日（
火
）か

ら
受
け
付
け
ま
す
。
問
い
合
わ

せ
先
に
備
え
付
け
の
申
請
書
　

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直

接
ま
た
は
、
郵
送
、
メ
ー
ル
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
栗
原
文
化
会
館

〒
９
８
７-

２
２
１
5

栗
原
市
築
館
高
田
一
丁
目
1
番

10
号
　
　
　
☎（
23
）１
２
３
４

kuribun@
kuriharacity.jp

く
り
は
ら
田
園
鉄
道

公
園
イ
ベ
ン
ト
情
報

く
り
で
ん
乗
車
会

　
栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
10

周
年
を
記
念
し
た
コ
ラ
ボ
乗
車
会

を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
　
６
月
８
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

●
料
金
　
小
学
生
以
上
１
人

3
0
0
円

※
未
就
学
児
無
料

●
そ
の
他
　
参
加
者
に
は
、
栗
原

市
誕
生
20
周
年
記
念
乗
車
券
を

配
布
し
ま
す
。

レ
ー
ル
バ
イ
ク
乗
車
会

　
く
り
は
ら
田
園
鉄
道
公
園
旧
若

柳
駅
か
ら
石
越
方
面
へ
延
び
る
片

道
9
0
0
メ
ー
ト
ル
区
間
の
線
路

を
、
往
復
走
行
し
ま
す
。

●
日
時
　
６
月
14
日（
土
）、
15
日

　（
日
）
　

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

●
料
金
　
　
　
　
　
　
　
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
く
り
で
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
く
り
は
ら
田
園
鉄
道
公
園

☎（
24
）７
９
６
１

栗
原
市
女
性
人
材
リ
ス
ト

へ
の
登
録
者
募
集

　
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
よ
り
多
く
の

女
性
の
意
見
や
視
点
が
必
要
で
す
。

市
で
は
男
女
共
同
参
画
の
一
環
と

し
て
、
よ
り
多
く
の
女
性
に
、
政

策
や
方
針
決
定
の
場
に
参
画
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て「
女

性
人
材
リ
ス
ト
」を
作
成
し
、
市

の
審
議
会
や
委
員
会
の
委
員
選
考

の
参
考
に
し
ま
す
。

　
市
政
に
関
心
が
あ
り
、
自
己
の

知
識
や
経
験
、
能
力
を
発
揮
し
た

い
女
性
の
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格
　
市
政
に
興
味
関
心

が
あ
る
18
歳
以
上
の
女
性
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

□
市
内
に
居
住
ま
た
は
、
通
勤
、

通
学
し
て
い
る
人

□
主
た
る
活
動
の
場
所
が
市
内

の
団
体
に
所
属
し
て
い
る
人

※
高
校
生
を
除
く

●
登
録
方
法
　
問
い
合
わ
せ
先
ま

た
は
、
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー

ビ
ス
課
に
備
え
付
け
の
申
請
書
　

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、問
い

合
わ
せ
先
に
持
参
ま
た
は
、
フ
ァ

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間
　
随
時
受
付

　
企
画
部
市
民
協
働
課

☎（
22
）１
１
６
４

フ
ァ
ク
ス（
22
）０
３
１
３

　
　
　kyodo@

kuriharacity.jp

栗原市テレビ回覧板

　ｋｈｂ東日本放送が提供するテレビのデータ放送サー
ビス「ｋｈｂテレビ回覧板」で、市政情報の発信を行って
います。ぜひ、ご覧ください。
●掲載情報
　市政情報、観光情報、災害情報（避難所開設など）
●利用方法

※ボタンの配列や表記は、リモコンによって
異なります。

※栗原市のテレビ回覧板が表示されない場合
は、テレビの設定でお住まいの郵便番号が
登録されているか確認してください。

❶
❷
❸

ｄボタンを押す

テレビ画面の「栗原市のテレビ
回覧板」を選択し、決定ボタン
を押す

企画部市政情報課　☎（22）１１２６

テレビのリモコンの５チャンネ
ルを押す

きてみらいん
くらしたい栗原

若者定住促
進助成事業

くりでん
ミュージアム
ウェブサイト



２５　　広報くりはら　令和７年６月１日 広報くりはら　令和７年６月１日　　２４各総合支所の問い合わせ先　 築館 ☎（２２）１１１１　若柳 ☎（３２）２１２１　栗駒 ☎（４５）２１１１　高清水 ☎（５８）２１１１　一迫    ☎（５２）２１１１　瀬峰 ☎（３８）２１１１　鶯沢 ☎（５５）２１１１　金成 ☎（４２）１１１１　志波姫 ☎（２５）３１１１　花山 ☎（５６）２１１１

市からのお知らせ栗原市ウェブサイト　     https://www.kuriharacity.jp/ＵＲＬ 栗原市の市外局番　0228記号の説明　　この記号がついて　いる様式などは、市ウェブサイトからダウンロードできます。市からのお知らせ

［左から］のぼり旗、撮影用看板

栗
原
市
誕
生
 20
周
年
記
念

冠
事
業
を
募
集
中

　
各
種
団
体
や
企
業
が
実
施
す
る

「
栗
原
市
誕
生
20
周
年
記
念
」の
冠

が
付
く
事
業
に
対
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
支
援
対
象
　
市
内
に
活
動
の
拠

点
を
置
く
企
業
や
団
体
な
ど

●
対
象
事
業
　
令
和
７
年
度
に
実

施
予
定
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
事
業

□
行
政
区
の
枠
を
超
え
て
実
施

し
、栗
原
市
誕
生
20
周
年
を
共

に
祝
い
、さ
ら
な
る
市
民
融
和

　
と
郷
土
愛
を
醸
成
す
る
事
業

□
市
民
の
他
、市
外
や
全
国
と
の

　
連
携
交
流
を
促
進
す
る
事
業
※

□
市
内
外
の
人
が
広
く
参
加
で

き
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
よ

る
交
流
人
口
の
増
加
、
地
域

活
性
化
に
役
立
つ
事
業
※

※
行
政
区
・
自
治
会
単
独
の
開
催
は
対

象
外

●
支
援
内
容
　
栗
原
市
誕
生
20
周

年
を
記
念
す
る
備
品
の
貸
し
出

し
や
、
謝
礼
金
を
交
付
し
ま
す
。

□
の
ぼ
り
旗
の
貸
し
出
し

□
撮
影
用
看
板
の
貸
し
出
し

□
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
使
用

□
協
賛
事
業
謝
礼
金
の
交
付

※

撮
影
用
看
板
の
搬
入
出
は
、
団
体
側

で
荷
台
付
き
自
動
車
を
準
備
の
上
、

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※

謝
礼
金
は
、
冠
事
業
に
か
か
っ
た
経

費（
参
加
費
お
よ
び
市
補
助
金
を
除

く
）の
２
分
の
１
の
額
で
、
最
大
10

万
円
を
交
付
し
ま
す
。

●
申
込
期
限
　
令
和
８
年
３
月
31

日（
火
）

●
申
し
込
み
　
申
請
書
　
に
必
要

書
類
を
添
え
、
問
い
合
わ
せ
先

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
企
画
部
企
画
課☎（

22
）１
１
２
５

栗
原
市
誕
生
 20
周
年
記
念

I
n
s
t
a
g
r
a
m

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
栗
原
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
写
真
や

動
画
を
募
集
す
る
、
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ

ｇ
ｒ
ａ
ｍ
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

●
テ
ー
マ
　
春
夏
の
伝
統
行
事
や

祭
り

●
応
募
期
限
　
９
月
７
日（
日
）

●
参
加
方
法
　
次
の
手
順
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。
　

①
市
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
ア

　
カ
ウ
ン
ト（
＠kurihara

＿

　
o
fficial

）を
自
身
の
公
開

ア
カ
ウ
ン
ト
で
フ
ォ
ロ
ー

②
応
募
期
限
ま
で
に
、
①
の
公

　
開
ア
カ
ウ
ン
ト
で
、テ
ー
マ
に

　
沿
っ
た
写
真
や
動
画
に
ハ
ッ

シ
ュ
タ
グ「
＃
残
し
た
い
栗

原
」を
付
け
て
投
稿

●
参
加
特
典
　
参
加
者
の
中
か
ら

抽
選
で
商
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

な
お
、
投
稿
数
に
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
当
選
は
１
人
１
回

ま
で
で
す
。

●
注
意
事
項
　
非
公
開
ア
カ
ウ
ン

ト
や
ス
ト
ー
リ
ー
、
ラ
イ
ブ
で

投
稿
さ
れ
た
も
の
、
ハ
ッ
シ
ュ

タ
グ
が
付
い
て
い
な
い
投
稿
、

著
作
権
や
肖
像
権
と
い
っ
た
各

種
権
利
の
侵
害
に
当
た
る
投
稿

な
ど
は
、
抽
選
の
対
象
外
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
公
式
観
光
サ
イ
ト「
ぎ
ゅ

　
ぎ
ゅ
っ
と
く
り
は
ら
」ま
た
は
、
市
公

式
I
n
s
t
a
g
r
a
m
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

　
商
工
観
光
部
田
園
観
光
課

☎（
22
）1
1
5
1

第
２
回
く
り
は
ら
親
善

大
使
団
員
募
集

　
異
文
化
の
理
解
と
、
将
来
を
担

う
国
際
的
視
野
を
持
つ
人
材
育
成

を
目
指
し
、
中
学
生
の
台
湾
派
遣

事
業
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
程
　
12
月
21
日（
日
）〜
25
日

　（
木
）４
泊
５
日

●
訪
問
先
　
南
投
市
、
台
北
市

●
研
修
内
容

□
学
校
交
流

□
防
災
学
習

□
南
投
市
な
ど
の
歴
史
・
文
化

学
習

●
対
象
　
市
内
在
住
の
中
学
２
年

生
、
義
務
教
育
学
校
８
年
生

●
定
員
　
20
人

●
参
加
費
　
　
　
　
　
　
５
万
円

※

国
内
研
修
費
、
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
経

費
、
保
険
代
な
ど
は
含
み
ま
せ
ん
。

●
選
考
方
法
　
筆
記
試
験
と
集
団

面
接
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
に
よ
る
選
考

□
日
程
　
７
月
27
日（
日
）

□
場
所
　
若
柳
公
民
館

●
申
込
期
間
　
６
月
２
日（
月
）〜

30
日（
月
）午
後
５
時

●
申
し
込
み
　
市
立
中
学
校
ま
た

は
、
問
い
合
わ
せ
先
に
備
え
付

け
の
申
し
込
み
用
紙
　
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
問
い
合
わ

せ
先
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
教
育
部
社
会
教
育
課

☎（
42
）３
５
１
４

ス
テ
ー
ジ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

養
成
講
座
受
講
生
募
集

　
若
柳
ド
リ
ー
ム
・
パ
ル
の
施
設

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
イ
ベ
ン

ト
演
出
や
進
行
を
支
え
る
舞
台
・

照
明
・
音
響
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
養

成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
華
や
か
な
舞
台
裏
を
支
え
る
縁

の
下
の
力
持
ち
と
し
て
、
活
動
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
　
７
月
15
日（
火
）、
25
日

　（
金
）、
８
月
５
日（
火
）、
19
日

　（
火
）午
後
７
時
〜
９
時

●
場
所
　
若
柳
ド
リ
ー
ム
・
パ
ル

●
対
象
者
　
18
歳
以
上
で
、
講
座

終
了
後
に
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
ク
ラ

　
ブ
に
登
録
し
、若
柳
ド
リ
ー
ム・

　
パ
ル
が
主
催
・
企
画
す
る
事
業

ま
た
は
、
利
用
団
体
の
要
請
に

応
じ
て
活
動
で
き
る
人

※

高
校
生
は
除
く

●
定
員
　
5
人
程
度

●
費
用
　
　
　
　
　
　
　
　
無
料

●
申
込
期
限
　
６
月
29
日（
日
）

●
申
し
込
み
　
問
い
合
わ
せ
先
に

直
接
ま
た
は
、
電
話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　
若
柳
ド
リ
ー
ム
・
パ
ル

☎（
32
）６
６
０
０

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

定
期
募
集

　
申
し
込
み
が
募
集
戸
数
を
超
え

た
場
合
、
抽
選
に
な
り
ま
す
。

□
新
田
東
住
宅（
築
館
）　
　
２
戸

□
薬
師
住
宅（
築
館
）　
　
　
１
戸

□
北
河
原
住
宅（
一
迫
）　
　
１
戸

□
定
住
応
援
下
藤
沢
住
宅（
瀬
峰
）１
戸

□
萩
野
住
宅（
金
成
）　
　
　
１
戸

□
御
駒
堂
住
宅（
志
波
姫
）　
１
戸

●
受
付
期
間
　
６
月
２
日（
月
）〜

13
日（
金
）

●
申
し
込
み
　
問
い
合
わ
せ
先
ま

た
は
、
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー

ビ
ス
課
に
備
え
付
け
の
募
集
要

項
を
確
認
の
上
、
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

常
時
募
集

　
先
着
で
入
居
を
受
け
付
け
ま
す
。

□
築
館
地
区
　
　
　
　
　
　
２
戸

□
若
柳
地
区
　
　
　
　
　
　
11
戸

□
栗
駒
地
区
　
　
　
　
　
　
６
戸

□
高
清
水
地
区
　
　
　
　
　
11
戸

□
一
迫
地
区
　
　
　
　
　
　
３
戸

□
瀬
峰
地
区
　
　
　
　
　
　
５
戸

□
鶯
沢
地
区
　
　
　
　
　
　
５
戸

□
金
成
地
区
　
　
　
　
　
　
９
戸

●
申
し
込
み
　
募
集
物
件
、
応
募

条
件
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
問

い
合
わ
せ
の
上
、
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
建
設
部
建
築
住
宅
課

☎（
22
）１
１
５
３

市民生活部市民課 ☎（２２）３２１１

※令和７年４月末現在、（　）は前月比

●　59,876人（△62）
　 男：29,206人（△17）  女：30,670人（△45）

●　24,778世帯（65）
●　 　17人 ●  　98人
●　214人 ●　195人

 6 月30 日（月）まで

※納付は口座振替が便利です
※税金などを滞納すると、延滞金がかかります「納付は納期限までに！」

一般寄付

総務部管財課
☎（２２）１１１６

国民健康保険税（第２期）
市県民税（第１期）

総務部税務課  ☎（２２）1121
介護保険料（第２期）

市民生活部介護福祉課  ☎（２２）1350

書籍「伊達家治家記録」、 「石母田家文書」  ２５冊 3月31日（月）
●石母田　晃　様

いし　も　  だ　　　 あきら

民俗資料など　１１９点 3月31日（月）●鹿野　雄　様
か　 の　　　  ゆう

市公式
Instagram

市公式観光サイト
「ぎゅぎゅっとくりはら」

な
ん 

と
う
　
　
　
　
　  

た
い 

ぺ
い
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情報あれこれ情報あれこれ 栗原市の市外局番　0228

令
和
７
年
度
の
年
金
額

　
令
和
７
年
度
の
年
金
額
は
前
年

度
と
比
較
し
て
１
・
９
パ
ー
セ
ン

ト
の
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。
受

給
者
に
は
６
月
中
に
年
金
額
改
定

通
知
書
が
送
ら
れ
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金（
満
額
）

　
　
　
83
万
1
７
０
０
円（
年
額
）

障
害
基
礎
年
金
　

●
１
級
　
　

１
０
3
万
9
6
2
5
円（
年
額
）

●
２
級
　
　

83
万
1
7
0
0
円（
年
額
）

遺
族
基
礎
年
金

　
　
　
83
万
1
7
0
0
円（
年
額
）

※

年
金
額
は
昭
和
31
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
の
人
の
金
額
で
す
。

※

障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
の
請

求
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す
。
請
求
方
法

や
受
給
額
に
つ
い
て
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
23
）１
２
０
０

障
害
者
検
診

　
身
体
機
能
の
低
下
を
早
期
に
発

見
し
、
二
次
障
害
の
予
防
や
生
活

機
能
の
維
持
、
改
善
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

　
検
診
で
は
、
問
診
、
測
定
、
医

療
相
談
、
生
活
面
で
の
ア
ド
バ
イ

ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
検
診
日
　
10
月
8
日（
水
）

●
場
所
　
大
崎
合
同
庁
舎

●
対
象
　
身
体
障
害
者
手
帳
を
持

ち
、
在
宅
で
生
活
す
る
18
歳
以

上
の
人

●
費
用
　
　
　
　
　
　
　
　
無
料

●
定
員
　
5
人
　
※
予
約
制
、
先
着
順

●
申
し
込
み
　
10
月
1
日（
水
）ま

で
に
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
電

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

宮
城
県
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

支
援
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
2（

784
）3
5
9
2

不
法
電
波
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
６
月
10
日（
火
）ま
で「
電
波
利
用

環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間
」

で
す
。

　
電
波
は
、
消
防
や
救
急
、
警
察

無
線
な
ど
私
た
ち
の
生
活
の
安
心
・

安
全
確
保
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
不
法
電
波
は
、
こ
う
し
た

人
命
に
関
わ
る
重
要
無
線
通
信
を

妨
害
し
て
、
私
た
ち
の
生
活
を
脅

か
し
ま
す
。

　
電
波
は
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
正

し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。
電
波
の
混

信
・
妨
害
に
つ
い
て
は
、
問
い
合

わ
せ
先
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
総
務
省
東
北
総
合
通
信
局

☎
０
２
２（
221
）０
６
４
１

人
権
擁
護
委
員
の
日

　
６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の

日
で
す
。
市
で
は
次
の
日
程
で
人

権
擁
護
委
員
が
相
談
を
受
け
る
、

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
住
民

の
中
か
ら
法
務
大
臣
に
委
嘱
さ
れ

た
、
人
権
に
つ
い
て
理
解
の
あ
る

民
間
の
人
た
ち
で
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
い
じ
め
・
Ｄ
Ｖ
・
セ
ク

ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
・
虐
待
な
ど
、

一
人
で
悩
ま
ず
に
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

●
日
程

□
築
館
総
合
支
所
　

6
月
10
日（
火
）、
24
日（
火
）

□
若
柳
総
合
支
所
　 

6
月
19
日（
木
）

※

い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

　
仙
台
法
務
局
古
川
支
局

☎
0
2
2
9（
22
）0
5
1
0

古
布
ふ
ぞ
ろ
い
の
会

作
品
展
示

　
着
物
を
リ
メ
イ
ク
し
た
ブ
ロ
ー

チ
や
バ
ッ
ク
な
ど
の
小
物
か
ら
、

コ
ー
ト
や
チ
ュ
ニ
ッ
ク
な
ど
の
洋

服
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
を
展

示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　 

６
月
27
日（
金
）、
28

日（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

●
場
所
　
高
清
水
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

　
古
布
ふ
ぞ
ろ
い
の
会
　佐
々
木

☎
0
8
0（
6
0
3
7
）0
9
4
6

く
り
は
ら
神
楽
ま
つ
り

　
栗
原
市
神
楽
保
存
伝
承
協
議
会

に
加
盟
す
る
11
団
体
が
、
式
舞
や

劇
舞
を
披
露
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
７
月
20
日（
日
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分

※

午
前
９
時
開
場

●
場
所
　
栗
原
文
化
会
館

●
入
場
料
　
　
　
　
　
　
　
千
円

※

高
校
生
以
下
無
料

　
栗
原
市
神
楽
保
存
伝
承
協
議
会

事
務
局
　
高
橋
　

☎
０
９
０（
１
０
６
２
）３
７
７
７

国
家
公
務
員「
税
務
職
員
採
用

試
験
」（
高
校
卒
業
程
度
）募
集

●
第
１
次
試
験
日
　
９
月
7
日（
日
）

●
受
験
資
格
　
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

□
４
月
１
日
時
点
で
、
高
校
ま

た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

後
３
年
を
経
過
し
な
い
人

□
令
和
8
年
３
月
ま
で
に
高
校

ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒

業
す
る
見
込
み
の
人

●
申
し
込
み
　
６
月
13
日（
金
）〜

25
日（
水
）の
期
間
中
に
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

研
修
係☎

０
２
２（
263
）１
１
１
１

　
人
事
院
東
北
事
務
局

☎
０
２
２（
221
）２
０
２
２

介
護
職
員
初
任
者
研
修
科

受
講
生
募
集

　
介
護
従
事
者
と
し
て
の
職
業
倫

理
と
基
本
的
な
態
度
を
養
い
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
知
識
・
技
能

の
習
得
を
目
的
と
し
た
訓
練
で
す
。

●
対
象
　
再
就
職
を
希
望
す
る
離

職
者
、
転
職
者

●
定
員
　
15
人

●
訓
練
場
所
　
J
M
T
C
佐
沼
教
室

●
訓
練
期
間
　
７
月
25
日（
金
）〜

10
月
24
日（
金
）

●
受
付
期
間
　
６
月
6
日（
金
）〜

７
月
7
日（
月
）

●
面
接
選
考
　
７
月
14
日（
月
）

●
選
考
場
所
　
宮
城
県
登
米
合
同

庁
舎

●
費
用
　
　
　
　
　
　
　
　
無
料

※

テ
キ
ス
ト
代
の
１
万
３
１
０
０
円
は

自
己
負
担

●
申
し
込
み
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

備
え
付
け
の
入
学
願
書
に
、
必

要
事
項
を
記
入
し
、
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　
石
巻
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
２
２
５（
22
）１
７
１
９

「
夏
休
み
海
外
研
修
交
流
事

業
」参
加
者
募
集

　
小
学
生
か
ら
高
校
生
を
対
象
と

し
た
、
夏
休
み
海
外
研
修
交
流
事

業
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
研
修
は
、
海
外
で
の
体
験

を
通
し
て
、
国
際
性
を
養
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
海
外
が

初
め
て
の
人
で
も
安
心
し
て
参
加

で
き
る
よ
う
、
事
前
に
研
修
会
な

ど
も
開
催
し
ま
す
。

●
研
修
先
　
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
ハ
ワ
イ
、

サ
イ
パ
ン

●
日
程
　
7
月
26
日（
土
）〜
8
月

14
日（
木
）

※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す

●
対
象
　
小
学
3
年
生
〜
高
校
3

年
生

●
費
用
　
30
万
円
〜
80
万
円（
旅

費
、
研
修
費
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

費
、
事
前
研
修
会
費
、
交
流
費
、

海
外
旅
行
保
険
含
む
）

●
申
し
込
み
　
6
月
5
日（
木
）ま

で
に
、
問
い
合
わ
せ
先
へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認

す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研

修
協
会

☎
0
3（
6
8
2
5
）3
1
3
0

　
フ
ァ
ク
ス
0
3（
6
3
6
9
）３
６
９
６

　
　
　info@

kskk.or.jp

分
電
盤
の
点
検
商
法
に
注
意

　
電
話
や
訪
問
で
分
電
盤
の
点
検

を
勧
め
ら
れ
て
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、

点
検
後
に
高
額
な
分
電
盤
の
交
換

代
金
や
、
点
検
料
金
を
請
求
さ
れ

た
と
い
っ
た
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
分
電
盤
な
ど
の
家
庭
用
電
気
設

備
は
、
４
年
に
１
回
の
法
定
点
検

が
電
力
会
社
に
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
法
定
点
検
の
場
合
は
、

必
ず
事
前
に
書
面
で
通
知
の
上
、

登
録
調
査
機
関
の
調
査
員
証
を
携

帯
し
た
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
。

　
ま
た
、
点
検
後
に
契
約
を
勧
誘

す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

突
然
の
電
話
や
訪
問
で
の
点
検
に

は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
訪
問
や
電
話
で
契
約
し
た
場
合
、

契
約
書
面
を
受
け
取
っ
て
か
ら
８

日
間
以
内
で
あ
れ
ば
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
。

　
困
っ
た
時
は
、
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
　

●
相
談
日
時
　
月
〜
金
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
栗
原
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
（
築
館
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
）

☎（
22
）１
５
０
１

　
県
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
消
費

生
活
相
談
窓
口
（
宮
城
県
栗
原

合
同
庁
舎
）
☎（
23
）５
７
０
０

人事院
ウェブサイト

国際青少年
研修協会

ウェブサイト

宮城県
ウェブサイト

離職者等
再就職訓練
のご案内



広報くりはら　令和７年６月１日　　２８今月の表紙：一迫山王史跡公園あやめ園を維持管理する人たち

　「人を引き付けるには、突き抜けた熱
意が必要なんです」と語る高山さん。
　昨年、一迫地区に移住し、地区内にあ
るミュージアムをフランス料理が楽しめ
る宿泊施設として、今年２月にリニュー
アルしました。
　仙台市出身の高山さんは、フレンチシェ
フとして、東京を中心に数々のホテルや
レストランで料理長を務めてきました。
東日本大震災をきっかけに、故郷への回帰
を考えていた際、知人を通してそのミュー
ジアムを紹介されました。
　日本の古き良きたたずまいを残した建
物、そしてその周囲を取り巻く自然豊か
な環境に魅了され、移住を決めました。
　高山さんが提供する料理は、東北産の
食材を中心としています。買い付けには
必ず自分の足で出向き、旬を見極めなが
ら、１つ１つの食材と真剣に向き合いま
す。買い付けから下準備までを含めると、
夜中までかかることもありますが、納得
いく料理をお客さんに提供するため、１つ
も欠かすことができないと言います。
　食材本来が持つ味わいと東北の風土を、
食べた人に感じてほしいと話す高山さん。
これからもこだわり抜いた料理で、食べ
た人に感動を届けていきます。

　「人を引き付けるには、突き抜けた熱
意が必要なんです」と語る高山さん。
　昨年、一迫地区に移住し、地区内にあ
るミュージアムをフランス料理が楽しめ
る宿泊施設として、今年２月にリニュー
アルしました。
　仙台市出身の高山さんは、フレンチシェ
フとして、東京を中心に数々のホテルや
レストランで料理長を務めてきました。
東日本大震災をきっかけに、故郷への回帰
を考えていた際、知人を通してそのミュー
ジアムを紹介されました。
　日本の古き良きたたずまいを残した建
物、そしてその周囲を取り巻く自然豊か
な環境に魅了され、移住を決めました。
　高山さんが提供する料理は、東北産の
食材を中心としています。買い付けには
必ず自分の足で出向き、旬を見極めなが
ら、１つ１つの食材と真剣に向き合いま
す。買い付けから下準備までを含めると、
夜中までかかることもありますが、納得
いく料理をお客さんに提供するため、１つ
も欠かすことができないと言います。
　食材本来が持つ味わいと東北の風土を、
食べた人に感じてほしいと話す高山さん。
これからもこだわり抜いた料理で、食べ
た人に感動を届けていきます。

花よ咲け 思いと共に【特集】花よ咲け 思いと共に【特集】花よ咲け 思いと共に【特集】花よ咲け 思いと共に【特集】花よ咲け 思いと共に【特集】花よ咲け 思いと共に【特集】

こだわりの料理で最高のおもてなしを

※市は自主財源確保のために、有料広告を掲載しています。

※くりはら人の情報
　をお寄せください
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人・魅力・話題を満載した市民が主役の広報紙

マイ広報紙

高山　仁志　さん（一迫片子沢）

人・魅力・話題を満載した市民が主役の広報紙


